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§１ 研究実施の概要 

 

１． 研究の背景とねらい 

 

 ヒトは高度に発達したコミュニケーション機能を有することで、他の動物には見られない高度で複

雑な社会や文明を創造できた。乳幼児がコミュニケーション機能を獲得するに際して、「身体性」

（あるいは動作等）の役割が重要である。例えば、乳幼児は表情やジェスチャーなどの動作を介し

てコミュニケーション機能を獲得する。生まれたばかりの乳児でも、自分の不快感（空腹、痛み、オ

ムツの汚れによる体性感覚）を泣いて訴える。この場合、原因となるものを取り除いてやると泣き止

む。ここで養育者との間にコミュニケーションが成立している。また、乳幼児期の手足の運動が、発

話に必要な発声法の学習に重要であることも知られている。実際にスウォドリング（swaddling）という

赤ちゃんを身動きできないくらいにきゅっと包み込むように「おくるみ」を使った育て方は、泣き止む

方法と一部でもてはやされているが、実際には発声が困難で発話も遅れることがあると報告されて

いる。また、自閉性障害児の言語習得が遅れる一つの理由として、動作の理解が困難なため単語

の理解が進まないことも示されている。また、失読症として言語機能障害に分類される障害も、純

粋に言語機能が失われているわけではなく、運動視に関連した機能障害が組み合わさっているこ

とが研究によって示されている。このように我々のコミュニケーション機能は動作と密接に関連した

機能であるといえる。 

 研究代表者はこうした知見に基づき、コミュニケーション機能の発達における「身体性」の役割に

焦点を当て、脳機能画像研究・神経生理学研究・神経心理学研究・認知心理学研究・行動学研究

を組み合わせ、発達メカニズムを探る研究を提案した。コミュニケーションの発達という非常に複雑

な対象は、こうした学際的な研究チームを作ることによって初めて俎上に乗せることができるテーマ

である。本研究の成果から、社会問題となっている子どものコミュニケーション障害の理解が進むと

考えられる。そして、研究実施期間内に、情報工学研究を通じてコミュニケーションの発達支援プ

ログラムの開発、障害児を対象としたリハビリテーション研究に発展させることを目標に掲げた。さら

に、日本独自の研究の発信を目指し、広く神経科学研究に応用できる発達障害の霊長類モデル

の作出を試みることも目標とした。 

 

２． 成果概要 

 

前述のような目標を掲げ以下のような成果をあげることが出来た。 

１）乳幼児は動作に特に注目して多くの情報を受け取っている 
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 我々の中心的な考えとして、「乳幼児のコミュニケーション機能の発達には、子と養育者（母親な

ど）と興味ある対象物という３つのおりなす三項関係における養育者と子の間のさまざまな動作を介

したやり取りが不可欠である」というものがある。例えば、指さしや視線や表情などの動作を介して

相手の意図や注意の方向を知り、同じ対象に注意を向ける共同注意などが実現できていくように

なる。本研究の成果として、乳児は自分の母親の笑顔に対して特異的に強い前頭葉の応答を示

すことが分かった。逆に母親も自分の子の笑顔に強く反応し、それが可愛らしさの評定と相関する

ことも分かった。こうしたことは、三項関係の基盤となる親子の愛着を築くために必要不可欠な動作

（表情）のやり取りであると考えられる。 

 また、まだ発語が頻繁になる前の乳幼児がどこに注目しているのかを絵本を用いて計測した結果、

顔、その中でも特に目に非常に注意を向けていることが分かった。それに次いで、動作を示す手

や足に注目していることが分かった。こうした結果は、実際に乳幼児が発達過程において動作を中

心としたさまざまな非言語コミュニケーションのシグナルに注意を払い、そこから情報を得ていること

を示すものであると考えられる。 

 

２）コミュニケーションに障害のある子は動作の理解に問題がある 

 自閉性障害児は、動作の理解が困難なために言語の獲得にも障害が出ることがある。例えば、

透明な丸い玉を用いてボールという単語を説明するときに、机の上でコロコロと転がす動作を示し

た後に、不透明な丸い玉と透明なサイコロを見せると、多くの健常児は転がすという動作から丸い

玉を選ぶことができる。一方、顔の前に掲げ向こうを透かして見る動作を示した後に、不透明な丸

い玉と透明なサイコロを見せると、多くの健常児は透かして見るという動作から透明なサイコロを選

ぶ。これらは動作の理解に基づく反応である。しかし、自閉性障害児にはこのような反応は弱くしか

見られない。 

 本研究では、コミュニケーションに障害のある自閉性障害児を対象に、動作模倣の能力を調べた。

また、同時に発語を調べた。無発語であるか否かで２群に分けた場合、動作模倣の成績に大きな

差が認められた。動作模倣能力と発語能力の間には強い相関があることが分かった。 

 これらの結果は、コミュニケーションに障害のある子は動作の理解に問題があることを示すもので

ある。 

 

３)動作理解の促進がコミュニケーション能力の促進につながる 

 応用行動分析が自閉性障害児の介入方法として有用であることが知られている。しかし、3 歳か

ら８時間の訓練を週５日実施しなければならないという非常に困難なものである。もっと効率的な方

法を模索する目的で、非言語コミュニケーションに有用な動作の理解や動作模倣に焦点を絞った

応用行動分析法を試みた。その結果、指さしや視線を手がかりとした共同注意行動も訓練が可能
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であることが分かった。こうした動作に特化した介入も効果を示すことが分かった。 

 

４）親子の共同作業が子育てのストレスを軽減させ子どもの情緒に良い影響を与える 

親子で調理をすることが、前頭葉を活性化させるとともに、親の子育てストレスを軽減し、親として

の自分をポジティブに捕らえることができるような変化をもたらし、子どもには問題行動が減少し子

どもの情緒にポジティブな影響をもたらすことが分かった。三項関係による親子のコミュニケーショ

ンが重要であることを示す例である。 

 

５）情動コミュニケーションには扁桃核と前頭葉が重要である 

 本研究で実施した、サルを対象としたニューロン活動の研究結果およびパーキンソン病患者を対

象とした神経心理研究、さらには母子を対象とした NIRS 研究などを実施した。サルの扁桃核は、

情動に関して「どのような種類の情動か」という情報だけでなく「誰の表出した情動か」という情報も

担っていること、視覚的なものだけでなく聴覚的なものも担っていることを明らかにした。また、扁桃

核と前頭前野の多くのニューロンが情動情報によって応答性を変化させることが分かった。また、

パーキンソン病患者では、扁桃核の応答が健常者と異なり、そのことが表情認知障害に関与して

いることが示唆された。また、母親も子も、自分の親や子の笑顔に対して右の前頭前野が強く応答

することが分かった。こうした結果は、表情を中心とした情動コミュニケーションには扁桃核と前頭前

野が特に重要であることを示す。 

 

６）社会性やコミュニケーションを研究するための実験動物としてマーモセットが有用である 

 社会性やコミュニケーションの研究を目的として、マーモセットのコロニーを立ち上げた。コモン・

マーモセットは、ヒトと同様家族を単位として社会を構成する。チンパンジーやニホンザルには家族

という単位は存在しない。マーモセットは、家族全員で乳幼児の子育てを分担する。育児行動はお

ぶったりするだけでなく、その中には食物分配行動なども見られる。家族単位で飼育した個体は社

会性に富み、頻繁に音声コミュニケーションをとる。視覚も発達しているので動作を中心とした視覚

手がかりを用いたコミュニケーションも豊富である。本研究で立ち上げたマーモセットコロニーは社

会性やコミュニケーション機能、およびそれらの機能の発達を研究する上で非常に有用である。今

後、マーモセットを用いたモデル動物作出によりに日本独自の研究が展開されることと期待できる。 

 

７）ニホンザルで初めて指さしのニューロン研究を手がけた 

 応用行動分析の訓練方法に類似した手法でニホンザルを訓練し、アイ・コンタクトやものを要求

する指さし行動が行えるようにすることができた。ニホンザルは通常アイ・コンタクト等は行わない動

物である。また、チンパンジーですら離れたところのものを要求する指さし行動は行わない。 



さらに、マカクザルでは困難な聴覚弁別課題を訓練し、課題遂行中にサル音声に対する応答性

を検討した。課題遂行中と麻酔下あるいは受動的に聞いている状態ではニューロンの応答性が異

なる。こうした研究が音声コミュニケーションに不可欠である。 

こうした試みが可能であることを示したことは、今後のサルを用いたコミュニケーション機能の研

究に広がりを持たせることが出来ると考える。 

 

８）脳機能の時間空間パターンの定量評価法の開発 

 脳高次機能イメージング技術における計測モダリティ（機能的ＭＲＩ、近赤外計測、脳電図）の情

報を融合するための基礎的検討を行った。 

まず、機能的ＭＲＩ及び脳電図の融合を行った。機能的ＭＲＩ（fMRI）は空間分解能に優れ、脳電

図は時間分解能に優れる。脳のマクロスコピックな活動を高い時間-空間分解能で推定するため、

各神経イメージングの信号源となる血中酸素濃度を含めた血管の活動と、神経細胞の活動の、い

わゆる神経血管結合系のダイナミクスを記述するフォワードモデルを開発した。 

 また、大脳皮質の電気伝導率推定を行った。脳電図は、大脳皮質における神経細胞の活動を細

胞外基質及、頭蓋及び頭皮を介して記録している。頭蓋及び頭皮の抵抗率/電気伝導率は、均一

であると考えられるが、大脳皮質における電位伝導率分布は均一ではない。本研究では、大脳皮

質における不均一な電気伝導率分布を表現するため、大脳皮質の層状構造を取り入れた境界要

素法によって有限媒質モデルを開発し、ラットを対象とした大脳皮質の電気伝導率分布推定のた

めの同時電流刺激-電位記録システムを構築した。また、アガロースを用いて不均一な電気伝導

率を有する脳ファントムを作成し、開発した電気伝導率分布推定手法の精度を評価した。その結

果、従来の手法よりも良い推定精度を得る事ができた。 

上記２つの結果は、fＭＲＩでの観測と神経細胞の活動をつなぐ橋渡し的な役割をはたすことがで

き、各モデルを統合する事で、例えば fＭＲＩの計測データからマイクロ-マクロレベルの脳活動を考

察する事ができるようになると期待できる。 

 

 

§２ 研究構想及び実施体制 

 

(1) 研究構想  

 

（開始時の目標） 

コミュニケーション機能の発達における「身体性」の役割に焦点を当て、脳機能画像研究・神経

生理学研究・神経心理学研究・認知心理学研究・行動学研究を組み合わせ、発達メカニズムを探
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る。本研究の成果から、社会問題となっている子どものコミュニケーション障害の理解が進むと考え

られる。そして、研究実施期間内に、情報工学研究を通じてコミュニケーションの発達支援プログラ

ムの開発、障害児を対象としたリハビリテーション研究に発展させることを目標に掲げた。さらに、日

本独自の研究の発信を目指し、広く神経科学研究に応用できる発達障害の霊長類モデルの作出

を試みることも目標とした。 

 

これらの目標と現状を照らし合わせると、「社会問題となっている子どものコミュニケーション障害

の理解」に関しては、動作理解の障害が深く関わっていることが示されたこと、動作模倣の訓練な

どにより改善されることなどが成果として挙げられる。また、この動作模倣の役割を考え、自他認識、

自己認識といった機能がコミュニケーションの発達に不可欠であるという仮説を立てるに至った。 

 「障害児を対象としたリハビリテーション研究に発展させる」という観点については、これまでの１

日８時間、週４０時間の応用行動分析の介入を、特に動作理解や動作模倣に焦点を当てた、しか

も在宅で家族と実施できる介入法の可能性を提案することができた。 

「日本独自の研究の発信を目指し、広く神経科学研究に応用できる発達障害の霊長類モデル

の作出」に関しては、これまで日本になかった社会性に富んだコモン・マーモセットのコロニーの立

ち上げ、社会性を評価する方法の開発などを行い、マーモセットにおける社会性やコミュニケーシ

ョンの研究の土台を作った。また、応用行動分析の訓練法に類似した方法により初めてニホンザル

にものを要求する指さし行動を訓練した。こうした研究が日本独自の研究につながるものと期待する。 

 

本研究の推進に当たって次のグループに研究への参加をお願いした。 

 

東北大学 脳機能発達研究グループ 

 このグループには、脳機能画像研究から幼少児の脳機能の発達を検討してもらった。特にコミュ

ニケーションに重要である前頭前野の発達に注目して研究を進めてもらった。また、親子のコミュニ

ケーションを改善する活動を脳機能画像研究から提案してもらった。 

 

日本大学 神経ネットワーク研究グループ 

 サルを用いた神経生理研究とヒトを対象とした脳機能画像研究によりコミュニケーション機能や動

作理解に関して検討してもらった。特に頭頂葉から前頭葉（運動前野）へのネットワークの研究を推

進してもらった。 

 

昭和大学 神経心理研究グループ 

 患者を対象に神経心理学的研究を推進してもらった。特に、運動機能の障害を伴うパーキンソン
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病患者における表情を中心とした非言語コミュニケーション機能を調べてもらった。 

 

慶応義塾大学 発達障害研究グループ 

 乳幼児の発達過程における脳機能研究および自閉性障害児を対象とした行動研究と介入研究

を実施してもらった。 

 

京都大学 言語習得研究グループ 

 乳幼児における行動研究を実施してもらった。特にコミュニケーションに関わる視線や表情に関

しての研究を推進してもらった。 

 

国立精神・神経センター 神経発生研究グループ 

 発達にとって非常に重要な神経系の特性である｢臨界期｣に関しての細胞レベルの研究を推進し

てもらう予定だった。 

 

岡山県立大学 身体的コミュニケーションシステム開発グループ 

 発話に反応する CG を用いたインタラクティブなシステムを用いてコミュニケーション機能を促進

するようなインタフェースを提案してもらった。うなずきなどの役割を検討する予定だった。 

 

(2)実施体制  

    

グループ名 研究代表者又は 主

たる共同研究者氏

名 

所属機関・部署・役職名 研究題目 

研究総括グ

ループ 

中村克樹 国立精神・神経センター・

神経研究所・部長 

 

脳機能発達

研究グルー

プ 

川島隆太 東北大学・加齢医学研究

所・教授 

脳機能画像学 

神経ネット

ワーク研究

グループ 

泰羅雅登 日本大学・大学院総合科学

研究科・教授 

神経生理学・脳機能

画像学 

神経心理研

究グループ 

河村満 昭和大学・医学部・教授 神経心理学 

発達障害研

究グループ 

小嶋祥三 慶応義塾大学・文学部・教

授 

発達障害学 
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言語習得研

究グループ 

正高信男 京都大学・霊長類研究所・

教授 

行動学 

神経発生研

究グループ 

中村俊 国立精神・神経センター・

神経研究所・部長 

神経生化学研究 

身体コミュ

ニケーショ

ンシステム

開発グルー

プ 

渡辺富夫 岡山県立大学・情報工学

部・教授 

情報工学研究 

 

 

§３ 研究実施内容及び成果  

 

３．１ 研究総括（国立精神・神経センター 研究総括グループ） 

 

(1)研究実施内容及び成果 

 

本グループは、各グループとの連携を持った研究を行いつつ、独自の研究も推進することを心

がけた。共同研究にも触れつつ本グループの活動を以下に報告する。 

 本グループの研究の大きな柱は霊長類を用いた研究である。CREST 研究では、コミュニケーショ

ンに関わる研究をマカクザルとマーモセットを対象として推進してきた。 

 

[1]マカクザルを用いた研究 

１）情動コミュニケーションに関する研究 

 サルにおけるコミュニケーションの中心は、情動コミュニケーションである。本研究では情動コミュ

ニケーションに関与する神経ネットワーク全体を明らかにする目的で、サルの情動表出の刺激を提

示したときの情動ネットワークに関連すると考えられている扁桃核・前頭前野・上側頭溝皮質からニ

ューロン活動を記録・解析した。刺激としては同種他個体（３個体）の３種類の情動表出（aggressive 

threat, scream, coo）のビデオクリップを用いた。これまでの研究では、サルを被検体としていてもヒ

トの顔を用いる場合が多かった。また、サルの刺激を用いた研究であっても、静止画を用いるもの

がほとんどで、情動表出で重要なダイナミックな変化の情報は無視されてきた。本研究は、ビデオ

刺激を用いることで初めて情動関連領域のニューロン応答を調べた研究である。 

 

＜扁桃核ニューロン活動＞ 

扁桃核は情動の種類に敏感に応答し、どのような種類の情動であるかという処理がなされている
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という報告が多い。恐怖の表情に特に強く応答することが知られている。しかしながら、他個体の情

動表出に対して適切に反応するためには、「どのような種類の」という情報だけでは不十分で「誰

の」という情報も不可欠である。そこで、３個体を撮影した３種類のビデオ刺激（合計９種類）を用い

てこの問題に取り組んだ。サルが注視課題を行っている間に１秒のビデオ刺激が提示される。この

ときの扁桃核ニューロンの応答性を調べた。 

記録した２２７個のニューロンのうちおよそ５０％（１１６個）がサルのビデオ刺激に対して応答した。

この割合はこれまでの扁桃核ニューロンの応答性を調べた先行研究の割合からするときわめて高

い割合である。この結果は、情動表出におけるダイナミックな成分の重要性を示している。 

詳細に調べることができた７７個のニューロンのうちおよそ４分の３のニューロン応答は「どのよう

な種類の」という情報の影響を受けた。これに対して、およそ３分の２のニューロン応答は「誰の」と

いう情報の影響を受けた。全体のおよそ２分の１のニューロン応答は、「どのような種類の」と「誰の」

という両方の情報の影響を受けた。このデータは、サル扁桃核は単に「どのような種類の情動であ

るか」という処理を行っているだけではなく「誰の表出したものであるか」という処理も同時に行って

いることを初めて示したものである。 

下図は扁桃核ニューロンの応答例である。ニューロン（a）は、どの個体かによらず scream（下段）

の刺激に強く応答している「どのような種類の情動であるか」という情報を担っていると考えられるニ

ューロン、ニューロン（b）は、情動の種類によらず個体 C（右列）の刺激に強く応答している「誰の表

出した情動であるか」という情報を担っていると考えられるニューロン、ニューロン（c）は、個体 C の

scream にのみ強い応答を示す「誰のどのような情動であるか」という情報を担っていると考えられる

ニューロンの例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビデオ刺激には動画成分（視覚成分）と音声成分（聴覚成分）が含まれている。扁桃核ニューロ

ンにとって、どちらの成分がより応答に重要であるかを検討した。 

その結果、おそよ８割のニューロンの応答は視覚成分のみでも引き起こすことができるものであ
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った。残りの２割のニューロンは、視覚成分だけでも聴覚成分だけでも応答するものであった。聴覚

成分のみに応答を示すニューロンはほとんど見つからなかった。このことは、サル扁桃核ニューロ

ンは視覚成分をより重要な情報として扱っていることを示唆する。また、視覚成分に対しても聴覚成

分に対しても応答を示した２割のニューロンは、扁桃核の亜核の中でも特に中心核に限局して存

在していた。さらに、これらのニューロンは視覚成分に対しても聴覚成分に対しても同じ刺激に強く

応答するという刺激選択性の一致を示した。中心核は扁桃核の出力核であり、情動反応を直接引

き起こす脳部位である視床下部や視床や脳幹などに投射していることを合わせ考えると、ある情動

が提示されたときに、視覚手掛かりであれ聴覚手掛かりであれ、その情報を素早く検出し適切な情

動反応を引き起こすためにこのような応答が有用であると考えられる。実際にサルも我々ヒトもある

情動を視覚的（表情から）だけではなく聴覚的（音声から）にも認識することが可能である。こうした

異種感覚情報を統合する機能がコミュニケーション機能にとっては重要となる。扁桃核のこうしたニ

ューロン応答はサルの情動コミュニケーションの神経機序を解明する上で重要な手がかりになりう

ると期待する。 

今後は他の領域との関連や機能差、さらにはこうした視覚成分に対しても聴覚成分に対しても

同じ刺激に強く応答するニューロンの生成メカニズムなどを解明することを目指したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図は、視覚成分にも聴覚成分にも応答をしめしたニューロンの例である。オリジナルのビデオ

刺激に対する応答（A）では個体 Bの screamに最も強く応答している。視覚成分のみでも（B）聴覚

成分のみでも（C）同じ刺激に対する応答が最も強いことが分かる。 

 

＜他の領域のニューロン活動＞ 

本研究では、扁桃核を中心的なターゲットとしたが、前頭前野や上側頭溝皮質も情動コミュニケ

ーションに重要であることが示唆されている脳領域である。同じ刺激を用いてこれらの領野からもニ

ューロン活動を記録・解析した。これまでに前頭前野では扁桃核と似た応答が記録されている。す



－10－ 

でに報告があるが、前頭前野の前方に聴覚刺激に対する応答を示すニューロンが多い傾向を

我々も確認した。前頭前野内における機能差が示唆される。上側頭溝皮質からも同様の応答が記

録できた。上側頭溝皮質は前後にも広いため一般化できないが、少なくとも記録した前方よりの上

側頭溝皮質底部にも聴覚応答性ニューロンがほとんど見られなかった。この視覚優位傾向は扁桃

核と似ている。しかしながら、３つの領域を比較すると、応答に対する情動の種類の影響が扁桃核

で最も大きく、次いで前頭前野、最も影響が小さいのが上側頭溝皮質であった。上側頭溝皮質が

最も感覚処理に近いことを示唆していると考えられる。これに対して、扁桃核と前頭前野はより情動

に関する機能を持っていることを示唆する結果である。 

 

＜マカクザルを対象としたｆMRI＞ 

情動コミュニケーションに関与する神経ネットワーク全体を明らかにするには、単一ニューロン活

動の研究だけでは困難である。マカクザルにおける情動コミュニケーションに関わる神経ネットワー

ク全体を明らかにする目的で、サルの脳全体の活動をとらえることができるｆMRI 用ボリュームコイル

を作製した。これまでの多くのサルを対象とした fMRI 研究では、あるターゲット部位の活動のみを

詳細に解析するためのサーフィスコイルが用いられることが多かった。これに対して本研究で作製

したボリュームコイルは、サドル型で全脳をカバーできるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図が実際に作製したコイルシステムとサルに応用したようすである。右の図は、コイルシステム

にサルを固定し、MRI のベッドの上に載せたようすである。また、左の図は、ガントリ内に設置したよ

うすである。このコイルシステムは、サルの体格や頭部の形状に合わせてコイルと頭部の位置を微

調整でき、コイルの中心をガントリの中心に合わせることが可能である。このコイルシステムを全体と

して特許申請した（中村克樹、泉明宏、中島巌、川端義彦、獣用機能的 MRI 装置、特願 2006－

329299）。 

また、できるだけ磁場を歪めない頭部の固定法・撮像法を工夫し、歪みの少ない EPI 画像の取

得を実現した。 
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上図はコイルシステムを用いて撮像した EPI 画像である。TR=3000, TE=28, FOV=96x96，Slice 

thickness=1.9，Voxel size=1.5x1.5x1.9の条件で撮像した。 

我々は、このシステムを用いて、情動コミュニケーションの中の音声に対する脳の応答を検討し

た。詳細に関しては別記する。 

 

２）音声コミュニケーションの神経機序 

情動コミュニケーションのところでも触れたように、サルのコミュニケーションにおいても音声情報

が重要である。また、ヒトの音声言語の進化を考察するときにも霊長類における音声コミュニケーシ

ョンの研究は重要であると考えた。本研究では、マカクザルの聴覚関連皮質領域の刺激応答性を

単一ニューロンレベルで検討した。 

これまでの多くの聴覚関連皮質における研究は、麻酔下の動物を対象に行われてきた。サルに

聴覚課題を訓練すること自体が非常に難しく、安定した行動を形成することが困難であるためであ

る。しかしながら、視覚関連皮質の研究結果からも麻酔下と覚醒状態ではニューロンの応答性が

大きく異なることが予想される。本研究では、世界でもほとんど行われていない課題遂行時におけ

るサルの聴覚関連皮質のニューロン応答性を検討することとした。 

ニホンザルに音の変化を検出してレバーを操作する聴覚課題を訓練した。見本の音声を聞き、

次に提示される音声が見本と同じか異なるかによってレバーを押し続けるか離すかを判断する課

題である。この課題を遂行中に見本刺激として音声を提示したとき、および課題とは無関係に受動

的に音声を受容したときのニューロン活動を記録・解析した。用いた刺激としては、数種の純音、サ

ルの音声、他の動物の音声、複雑な生活音等を用いた。 

まず、トノトピーを調べることにより第一次聴覚野をマッピングした。この作業は受動的に種種の

純音を提示し、聴覚刺激に対するニューロンの応答性を解析することによって行った。次に、純音

を含めた音声刺激に対するニューロンの応答性を調べた。これまでに１２８個のニューロンを記録し
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た。そのうちおよそ９割のニューロンが何らかの音声刺激に応答した。応答を示したニューロンにつ

いて、その応答性を課題遂行中と受動的な刺激需要の条件で比較した。その結果、およそ６割の

ニューロンは課題遂行時の音声により強い応答を示すことが分かった。また、同じ音声を繰り返し

提示することでおよそ半数のニューロンが応答を減弱させた。サル第一次聴覚野のニューロンは、

注意や課題のコンテキストなどの影響を受けてその応答性を変化させることが分かった。一方で、

もっと複雑な応答性の変化も見られた。例えば、課題遂行時の応答を受動的な刺激需要時と比べ

ると、環境音に対する応答は抑制されるがサルの音声に対する応答は影響を受けないという複雑

なモデュレーションのかかるニューロンもあった。これらの結果は SFN2008で発表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上図は、サル第一次聴覚野のニューロン応答例である。左のコラムが受動的に聴覚刺激を受容

したときのラスターとヒストグラム、右のコラムが同じ刺激を課題中に聞いたときの同じニューロンの

応答例である。色づけしている期間に刺激が提示されている。課題遂行中のほうが強い応答を示

していることが分かる。 

今後は更に解析を進め、種特異的な音声に対する応答性や認知課題における課題関連の応答、

さらには領野間の比較を進め、サルの大脳における聴覚情報の処理過程を明らかにしていきたい。 

 

 ３）情動の定量的計測に関する研究 

情動を定量的に計測することは非常に困難である。このためにこの分野の研究が遅れてきたと

いえる。これまでに種種の生理指標（心拍・呼吸数・皮膚電導度など）を基に被験者・被検体の情

動変化が計測されてきている。しかしながら、特にサルにおいては呼吸や心拍が覚醒状態におい

て、しかも情動を惹起する状況では安定して計測することは困難であるという問題がある。また、種

種の電極やセンサを装着することによって、情動状態の変化が引き起こされる可能性も考えられる。

そこで、本研究では情動コミュニケーションの役割を調べる一つの手段として、非侵襲・非接触の

方法で情動を定量的に捉えるために皮膚温度が指標となりうるか否かを検討した。 
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実験には、２年以上実験に用いている頭部固定にも慣れたアカゲザル４頭を用いた。温度計測

にはサーモグラフィー（NEC 三栄）を用いた。測定室に１０分～３０分程度慣らした後、１）３分間の

刺激提示前の期間、２）捕獲用のタモを持ったヒトが部屋に入り、タモをかざし足踏みをする３分間、

３）ヒトが退室した後の３分間、の３期間のデータを解析した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前ページの図は左から、サルの顔写真（A）、ヒトが入室する直前のサーモグラム（B）、その３分

後ヒトが退室する直前のサーモグラム（C）である。鼻部の温度が大きく低下していることが分かる。 

1 頭につき１０回の計測を行ったが、どの個体でも鼻部上部は９回以上安定して有意な温度変化を

示した。また、１０秒以内に有意な変化を示した。また、どの個体にもヒトが入室している期間に、負

の情動を示すグリンやリップスマッキングなどの情動表出が観察された。自律神経系の反応を反映

している鼻部の表面温度変化は、情動の指標として有用であることが分かった。 

我々は更に、神経科学への応用を考え、このような鼻部温度変化が二次元のビデオ刺激でも引

き起こされるか否かを検討した。これまでに鼻部温度変化は、１）二次元のビデオ刺激によっても引

き起こされること、２）サルの情動表出の種類によってその応答が異なること、などが確認できている。

今後、皮膚温度が情動研究に広く応用できると期待できる。 

 

４）アイ・コンタクトと指さしに関わる神経機序の研究 

コミュニケーションの発達には、三項関係における指さしや視線、表情などを介した母親などの

養育者と子の間のやり取りが重要である。こうした非言語コミュニケーションの理解がその後の言語

の発達にとって決定的であることは、慶応義塾大学で実施した自閉性障害児を対象とした応用行

動分析法の介入研究で示されている（詳細は後述）。我々は、こうした訓練が実際に脳機能にどの

ような影響を与えるのかを最終目標として、サルに応用行動分析で用いられる手法を使った訓練を

実施し、アイ・コンタクトや指さしに対するニューロン応答を解析した。特に今回は、これまでの多く

の腕到達運動の研究とは異なり、「腕を伸ばしその延長のものを指示・要求する」ことをサルに訓練

した。こうした物を指示・要求するような行動は、チンパンジーでもニホンザルでも通常の生活では

見られないものである。アイ・コンタクト自体サルは通常行わない行動である。本研究は世界で初め
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ての試みである。この研究は、神経ネットワーク研究グループとの共同研究として実施した。 

２頭のニホンザルにポインティング課題を訓練した。まず試行の最初に実験者とのアイ・コンタク

トを要求し、その後正面の右・中・左の位置にある３種類のエサの中で最もほしいものに腕を伸ばし

て指示させる（要求の意味を持つ pointing 行動）。その後、残った２種類のエサの好きなほうを、最

後は残った１種類のエサを指示しなければ新たな試行へは移行しない。実験者はサルが指示した

エサをそのたびに与える。この課題を行っているときに reaching 関連の応答が多数報告されている

背側運動前野のニューロン活動を解析した。背側運動前野を選んだのは、指さし行動は腕到達運

動に由来するという考えがあるからである。対照課題として、３つの場所にエサの代わりにLEDを配

置し、その中で点灯している LEDに向かって腕を伸ばすことを求める LED課題を用いた。 

運動前野のニューロンには、同様に腕を伸ばす運動に対しても、ポインティング課題のみで活

動を示すもの、逆に LED課題でのみ活動を示すもの、さらに両方で活動を示すものがあった。さら

に、ポインティング課題で活動を示すニューロンの中に、最初のポインティング（最も欲しいエサの

要求）で最も強い応答を示し、その後のポインティングでは応答が減弱するものがあった。この結果

は、単に腕を伸ばすということではなく、自らの要求を相手に伝えるときに働く神経機構の存在を示

唆していると考えられる。さらにその中には要求の強さを反映し応答の大きさを変化させる機構もあ

ると考えられる。 

一方でアイ・コンタクトの時期に応答するニューロン群も見つかった。その中には、ポインティング

課題の前のアイ・コンタクトで LED課題のときよりも強く応答するニューロンも存在した。 

 

右図は３つの場所（L,左；C，中； 

R、右）に各々腕を伸ばしたときの 

応答。ポインティング課題（上段） 

のときに特に左の試行で強い 

応答が見られるが、運動はほぼ 

同じでも LED課題（下段）のとき 

にはほとんど応答が見られない。 

このニューロンは、物を要求する 

ための腕伸ばし運動のときに強く 

応答すると解釈できる。 

 

 

 

 

こうした結果は、非言語コミュニケーションの基盤となる動作理解や動作表出に関連した神経機

構が運動前野にあることを示唆している。今後は、他の領野との機能分担はどのようになっている

のか、あるいはヒトにおいて応用行動分析の介入が運動前野にどのような変化をもたらすのか、を

解明していきたい。 
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５）その他の研究 

非言語的な情報の中で最も重要なものに顔がある。顔からは性別・年齢・情動・美しさ・信頼度

などさまざまな情報を得ることができる。この中で顔による性の認知がサルにも可能かどうかは未だ

明らかにされていなかった。サルをモデル動物として非言語的な情報をもちいたコミュニケーション

の研究を進めるにあたって、顔に基づく性弁別の研究を実施することとした。 

２頭のニホンザルを対象に実験を行った。オスの顔写真とメスの顔写真で異なる反応を訓練し、

訓練完成後に新しい写真に対して応答が般化するか否かを検討した。刺激は性成熟に達する年

齢である６歳以上のオス・メス各々２５頭から２枚ずつ撮影したカラー写真で、合計１００枚を準備し

た。サルは任意に選んだ刺激で学習した反応を新規の刺激に対しても般化させることができること

が分かった。どのような手がかりがオス-メスの弁別に重要であるかを調べるため、画像処理で両目

の距離を揃えたオスの顔写真とメスの顔写真において、顔のパーツの二次元的配列を１９の距離

（例えば、鼻から口までの距離）を測定することによって比較した。こうして得られた「オス顔配列」

「メス顔配列」と、一方で複数のオス顔の平均とメス顔の平均をモーフィングの手法で作成し、眼・

鼻・口といった「オスパーツ」「メスパーツ」とを基に、２ｘ２の刺激を作成しサルの反応を調べた。 

その結果、配列とパーツのどちらも性の弁別に重要であることが示唆された。今回の結果は、ど

の要素が強く効いているかを同定することはできなかったが、サルも顔から性の情報を得ることがで

きることを直接証明できた。 

 

 

                            オスの平均顔（a）とメスの平均顔（b） 

 

 

 

 

 

 

 

 

[2]マーモセットを用いた研究 

 

１）社会性に富んだコロニーの立ち上げ 

コモン・マーモセットは、霊長類の中で特筆すべき高い繁殖能力を示す。２歳ですでに性成熟に

達し、半年に１回２頭～３頭を出産する。良いオス・メスの繁殖ペアがいると年間５頭の子どもが生ま

れる。また、１０年以上出産を続けることも可能であり、１頭から５０頭の子どもが生まれることもある。

マカクザルにはないこうした高い繁殖能力は、遺伝子改変等を含む発生工学技術の応用には不

可欠である。また、コモン・マーモセットはヒトと同様に家族を単位とした社会を構成し、その中での
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さまざまなやり取りを介して生活する非常に社会性の高い霊長類である。本研究では、コモン・マ

ーモセットの高い社会性に着目し、コミュニケーションの発達を研究する動物モデルの作製を視野

に入れた研究をもう一つの柱として推進してきた。 

まず手がけたことは社会性に富んだコロニーの立ち上げである。マーモセットは野生では、１頭

の繁殖オスと１頭あるいは２頭の繁殖メス、およびそれらの子ども数頭～１０頭からなる家族を構成

すると考えられている。しかし現在の日本には、こうした家族単位で飼育し社会性に富んだマーモ

セットのコロニーは存在しない。社会性やコミュニケーションを研究対象とできるマーモセットを飼

育・繁殖させることがなにより優先させなければならない課題であった。 

国内の複数個所から繁殖母群を入手し、繁殖を開始した。現在では繁殖群・実験群を合計する

と２００頭以上を飼育している。これまでの飼育・繁殖から、野生で報告されているような家族を形成

できる個体とできない個体がいることが分かった。現在、１０ほどの繁殖ペアが家族の形態で生活

できているが、他のペアは妊娠・出産ができてもうまく家族を形成できなていない。こうした違いを生

んでいる一つの要因は、生後の飼育環境にあるのではないかと考えられた。親と短期間しか一緒

に過ごさなかった個体が家族を形成できない場合が多く見られた。また、親の育児放棄等によりや

むを得ず人工哺育で育てた個体は典型的な音声を発することが少ない傾向を示している。現在こ

れらの可能性を検証すべくデータを集めているところであるが、親との関係がその後のコミュニケー

ションを含む社会性の発達を支えていることを示唆する結果と期待できる。 

 

２）親子関係の研究 

コモン・マーモセットの社会性の大きな特徴として、子育て行動が挙げられる。コモン・マーモセ

ットは３５０ｇ程度の大きさであるが、およそ１０分の１の体重の子どもを２頭出産する。安全に効率よ

く子育てするためには子育ての分担が必要となる。コモン・マーモセットでは、母親だけではなく父

親や兄姉個体も子育てに参加する。コミュニケーション機能の発達過程には、養育者と子の密な

関係が不可欠であるが、マーモセットは母子関係のみならず父子関係なども研究対象とできるヒト

のモデルとして理想的な霊長類種である。 

 

＜子による親の弁別行動＞ 

まず本研究では、家族を形成できた個体を対象に、マーモセットの子が親を弁別できているか

否か、またできるとすればその発達はどうなっているのかを検討した。自分の家族を弁別することは、

その後の社会性の学習のみならず生存にも不可欠である。 

マーモセットの幼児１４個体を対象に、４週、１０週、１５週齢のときに実験を実施した。課題は単

純で、通路の両端に被検体の親（父親あるいは母親）と家族でない個体（父親に対しては大人オス、

母親に対しては大人メス）を配置し、幼児がどちらにより長く・頻繁に近づくのかを測定した。その結
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果、１０週と１５週齢の幼児では、自分の親のそばにより長く滞在することが分かった。マーモセット

は１０週齢までに親と非親個体を弁別できていることを示す。４週齢の幼児に関しては、運動能力

が十分でなかったため差が出なかった可能性が考えられる。こうした親を好む行動がその後のコミ

ュニケーションを含む社会性の発達の基盤の一つであると考えられる。 

 

 

＜親の子に対する食物分配行動＞ 

マーモセットの社会性を示す特筆すべき行動に「食物分配行動」が挙げられる。マーモセットの

親は、幼児（特に離乳前後の幼児）が手にしている食物を横から取ることを許容することが知られて

いる。これは霊長類の中でも類人猿とマーモセットの仲間に多くの報告がある行動である。役割とし

ては食物獲得の技術を子に伝えたり、離乳期の子に栄養を与えることにより離乳を促進したりする

機能があると考えられている。まさに三項関係におけるやりとりを介して、情報を伝達する行動であ

る。ここでは、親の子に対する行動が子の週齢により変化するか否かを検討した。 

この研究でも家族を形成できた個体を対象にした。４家族を対象に、３家族については年長（２９

～４９週齢）２頭、年少（７～１５週齢）２頭と両親から構成されていた。残り１家族では、年長個体が

１頭だった。実験では、どちらかの親個体と子の２頭だけを仕切り、他の家族と分離して行った。こ

のとき親個体だけが届く位置にマーモセットの好物である蒸したサツマイモ５切れを置いて、その

後の行動を観察した。観察した行動は、Pick up: 親がイモを取った回数、Interest: 子が親に１０ｃ

ｍ以内に近づいてイモを見た回数、Begging: Interest の最中に子が音声を発した回数、Refusal: 

Interest の最中に親が子から離れたり威嚇したりした回数、Transfer: 親が持っているイモを子がか

じったり持ち去ったりした回数、である。 

ビデオ解析の結果、親のRefusal は年長の子に対するほうが年少の子に対するより頻繁で、逆に

Transfer は年少に対するほうが年長に対するより頻繁であった。親の性別には差がなかった。マー

モセットの親は子の週齢によって食物分配行動を変化させることが分かった。週齢に応じて子に対

する寛容度を変化させていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Refusal は年長（older）に多く、Transferは年少（younger）に多く見られた。 
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＜親の寛容度とホルモン＞ 

食物分配行動で観察された親の寛容度の変化がどのような機構に基づいているのかを調べる

ために、脳内ホルモン（オキシトシン）の影響を調べた。オキシトシンが親の寛容度を変化させること

が分かった。この結果に関しては、SFN2008 で発表した。SFN の Neuroscience Public Education 

and Communication Committeeから Neuroscience 2008の Media Material に選ばれた。 

 

 

３）音声コミュニケーションの研究 

マーモセットの社会性を示す行動でもう一つの特筆すべきものは、音声コミュニケーションである。

我々は代表的な音声である Phee と Trill に着目して実験室条件でその発声行動を誘発・解析した。

Pheeは isolation call と呼ばれ、個体が仲間からはぐれたときに頻繁に観察される音声であり、周り

の個体の存在を確認したり、その距離を測ったりするために用いられると考えられる。一方、Trill は

他個体と出会ったときに観察される音声であり contact call と呼ばれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10頭から得られた 5分ごとの Pheeの発声頻度を示した図。近接場面と比べ隔離場面では 5～

6倍高頻度に観察された。 

 

この性質を考慮し、いつも同じケージで飼育している２頭を小さな運搬用ケージに別々に入れて

防音室へ向かい合わせに置いた状態（近接場面 ５分）、１頭だけ防音室の外に出した状態（隔離

場面 １５分）、再び防音室に 2 頭向かい合わせた状態（近接場面 ５分）を作った。このような単純

な場面設定でも、近接場面では Phee がほとんど観察されず Trill が観察され、隔離場面では逆に

Pheeが頻繁に観察され Trill はほとんど観察されなかった。 

また、録音した音声を個体に聞かせたときの鳴き交わし反応を解析すると Trill は相手が鳴き終

わってからおよそ１秒の潜時で鳴いたのに対し、Phee では２秒以上の潜時であった。このような鳴

き交わしの規則を浮き彫りにすることによって、健常な音声コミュニケーションをとれる個体と何らか

の異常なコミュニケーションをとっている個体とが区別でき、それらの発達過程を検討できるものと

考える。 
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４）発生工学技術の整備 

マーモセットは霊長類の中では特に高い繁殖能力を持っている。妊娠期間は平均１４８日、年２

回の出産が可能で、一度に２～３子を出産する。また、２歳から１０歳以上になるまで繁殖能力を持

ち続けることができる。この高い繁殖能力から、霊長類の中では発生工学研究の対象となりうる数

少ない種である。本研究では、精神・神経疾患霊長類の作製を遺伝子改変動物によって実現する

ことを目指し、マーモセットにおける発生工学技術基盤の整備を行った。また、再生医療研究に結

びつける目的で、神経幹細胞の培養や種々の細胞への分化誘導などを試みた。これまでに達成

できた項目を以下に列挙する。 

 

１） ホルモン量によるメスの性周期の同定 

２） 無麻酔･非侵襲的な採精法の確立 

３） 卵細胞の採取 

４） 体外受精 

５） 神経幹細胞の培養 

６） 神経幹細胞からオリゴデンドロサイトへの分化誘導 

 

この中でも、新生 marmosetの大脳分離細胞により形成された neurosphere（神経幹細胞）は、主

に nestin、GFAP、A2B5を発現しており、PDGFの処理によって oligodendrocyte 特異的抗原のO4

を発現する事が証明された。今までに marmoset での neurosphere の報告はなく、これまでのげっ

歯類とヒトとの違いを解明して行く上で重要であると考えている。さらに、種々の細胞への安定した

分化誘導が実現できれば、再生医療研究等へつながると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       マーモセットの大脳細胞から培養された neurosphere 
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 一連の研究より、マーモセットはコミュニケーションを含めた社会性の発達研究に用いる実験動

物として非常に適していると評価できる。今後さらに行動評価方法や遺伝子操作を含めた発生工

学技術を開発・発展させることにより、日本独自の研究が広く展開できると期待される。 

 

[3] ヒトの子どもを対象とした研究 

 

コミュニケーション機能の発達を研究テーマとしてきたが、我々の大きな目標として応用につな

がる研究を掲げてきた。本研究におけるヒトの子どもを対象としたものとして、健常児を対象とした

研究だけでなく障害児を対象としたものがある。これらの研究は発達障害研究グループを中心とし

て研究総括グループとの共同研究としても推進してきた。ここでは応用に直結する重要な研究成

果が挙げられたと考えている。例えば、自閉性障害児の発語と動作模倣の能力が高い相関を示す

こと、動作の理解を中心とした応用行動分析の介入がコミュニケーション能力を促進すること、など

が挙げられる。発達障害研究グループの成果はそちらで詳細に記載するとして、ここでは研究総

括グループ独自の試みを報告する。 

我々の仮説の中心が、三項関係を通じて母親等の養育者と子がさまざまな対象物を介して指さ

しや視線や表情などの動作を介してコミュニケーション能力を獲得していくという考えである。このこ

とを直接証明するには、日常生活における三項関係の場面において乳幼児の視線の動きを含む

行動を詳細に解析する必要がある。しかしながら、現実的にはこうした研究はかなり困難である。そ

こで我々は日常的に親子が作り出す三項関係の場面として絵本の読み聞かせ場面を取り上げ、

読み聞かせのときに乳幼児は絵本のどこを見ているのかを検討することとした。 

被験者は、１歳７ヶ月から３歳２ヶ月までの乳幼児２５名とその母親である。あらかじめ一般的によ

く読まれている絵本１０冊以上を画像としてコンピュータに取り込み、コンピュータモニタに画像とし

て絵本を提示した。日常場面に近い状態で時には母親のひざの上で、ときには母親のとなりのい

すに座った状態で絵本の読み聞かせを行ってもらった。絵本の読み聞かせの間の乳幼児の視線

を、視線検出装置（Tobii）を用いて記録した。 

今回得られたデータから、多くの子どもは登場人物の顔や目に特に注目していること、それにつ

いで動作を示す手や足に注目していることが分かった。被験者間でのばらつきも検討したが大きな

傾向では差がなく、顔・目・手・足に注目する傾向は広く一般的なものであると考えられた。これら

のデータは、視線や表情、指さしや動作といった非言語コミュニケーションの情報が子どもにとって

非常に重要であることを示唆するものである。 

今回の測定は、言葉の十分発達していない２歳児でも可能である。自閉性障害のヒトは、相手の

目を見つめない、相手の動作に注意を払わない、などの特徴が報告されている。現在言語発話の

頻度がある程度高くなる３歳児でなければ自閉性障害の診断が困難であるが、このデータの傾向

が安定していることを示すことができれば、言語発話の十分でない２歳児をも対象にした自閉性障
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害の新たなスクリーニングになりうると考えている。今後は、自閉性障害児での測定を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ねないこだれだ」の１ページにおける注視のパターン。赤や黄の部分を長く注視していた。

お化けと女の子の顔、そして繋いでいる手の部分に集中している。 

 

[4]自己認知に関する研究 

 

自閉性障害児において、発語と動作模倣の高い相関が見られたこと、動作模倣の訓練が自閉

性障害児の介入に非常に有効であることを考え、我々は「動作模倣により自他認識が促進される」

ことがコミュニケーション機能の発達に非常に重要であるという仮説を立てるに至った。うまく相手の

動作を模倣するためには自己と他者のイメージをしっかり築く必要がある。また、自閉性障害児に

おいてはしばしば自分に向かう動作をうまく模倣できず相手に向かう動作になってしまう。さらに、

相手からみて「あなたの本」が、自分からみると「私の本」という所有格の理解が困難である。こうし

たことはすべて自他認識の困難を示している。本研究では、自己認識の一つの側面であるメタ認

識に着目し、その脳内機序を調べることを試みた。ヒトの fMRI 研究とサルを用いた研究であるが別

項目として報告する。 

 

１）ヒトのメタ記憶のｆMRI 

ある記憶内容が自分の記憶貯蔵庫にあるか否かに関する知識をメタ記憶という。これは自らの

精神活動に関する自己の知識（メタ認知）の一つであり、自己意識・自己認識につながる精神活動

であると考えられている。これまでにメタ記憶に関する研究はいくつか行われてきていて、前頭前

野の関与が示唆されている。本研究では、メタ記憶のモニタリングの中でも比較的研究の少ない

「想起された答えに対する確信 confidence of retrieved answer」に関して検討した。例えば、Chua ら

は、ｆMRI 実験の結果から右眼窩前頭皮質、両側の頭頂葉外側部、楔前部・帯状回後部などの関

与を報告しているが、Thompson と Maison が指摘するように、確信が実際の記憶の正確さをどの

程度反映しているかは大きな個人差があるが、Chua らはこの点を考慮していない。本研究は脳機

能発達研究グループとの共同研究として実施した。 

３８人の健常者に確信度評価課題と対照課題を行ってもらい、そのときの脳活動を測定した。確
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信度評価課題は、ドットパターン画像を被験者に記憶してもらい１２秒後に画面に６個の選択肢画

像から最初の画像を選択するよう被験者に求めた。選択後、画面に「High Middle Low」を呈示し、

見本画像を正しく選択した確信度を３段階で評価してもらった。対照課題では、確信度評価の代わ

りに輝度弁別を行ってもらった。画面には「Left Center Right」が表示された。いずれか 1つの単語

は他の2つと比べて明るく表示されており、明るい単語を選択してもらった。自信の程度と実際の再

認記憶課題の成績との相関を数値化するために、グッドマン・クラスカルのγを計算した。 

両側の前頭葉および頭頂葉外側部、上側頭回に、輝度弁別時と比較して確信度評価時に強い

活動が認められた。これらの領域内で、被験者間でγと活動の強さの間に有意な相関を示した脳

領域は、右前頭極皮質のみであった。右前頭極皮質の活動の強さが、再認の正確な確信度評価

に関与することを示唆している。この結果は、前頭前野内側部だけでなく右外側部にも損傷のある

患者で答えの確信度に障害があったという臨床知見と一致する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図は答えの確信度評価と関連する右前頭極皮質の活動を示す。 

 

２）サルの行動実験 

マカクザルが上述のようなメタ記憶を持つことを示す実験結果が蓄積しつつある（Hampton, 

2001; Kornell et al., 2007）。自他認識の神経機序の理解やサルに対する模倣訓練を含めた応用

行動分析類似訓練の効果をより詳細に検討することを目標に、我々も想起した答えに対する確信

課題をサルに訓練することを試みた。 

2 頭のニホンザルに遅延見本合わせ課題を訓練した。十分な訓練の後、試行の最後に別の画

像（報酬要求画像）を呈示するようにした。報酬要求画像に触れること（報酬要求行動）で、記憶課

題が正解だった場合にはイモ、誤りだった場合にはタイムアウトを与えた。報酬要求画像には 2 種

類あり、一方の画像（Low）を選択した場合、報酬もタイムアウトも少なく、他方の画像（High）を選択

した場合、報酬もタイムアウトも多い。 

報酬要求行動における反応潜時を解析したところ、正試行よりも誤試行において有意に長く記

憶課題に正しく答えたかどうかを区別していたことが示唆された。また、High よりも Low を選択した

試行のほうが記憶課題の正答率が有意に低い結果が得られた。先行研究と同様にサルにも答え
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に対する確信が反応に現れることが示された。 

今後は、メタ記憶に関与するニューロン活動の記録とｆMRIを用いた脳機能計測を目指す。 

 

[5]患者を対象とした研究 

 

コミュニケーションの脳機能を調べる目的で、健常者だけではなく障害を持つ患者を対象とした

研究も重要であると考えた。これまでの昭和大との共同研究により、大脳基底核の機能不全に基

づく運動機能障害が中心であると考えられてきたパーキンソン病患者において表情認知に障害が

現れることが分かっていた。そこで「運動脳」と「コミュニケーション脳」の関連を示すことができるの

ではないかと期待し、特に運動障害を示す患者におけるコミュニケーション能力を検討する計画を

立てた。この研究は神経心理研究グループを中心とした研究および研究総括グループとの共同研

究により実施した。当初の予想は外れる結果となったが、パーキンソン病患者のコミュニケーション

障害は扁桃核の機能不全に起因していることが示唆された。これらの結果は神経心理研究グルー

プのところで記載する。ここでは、研究総括グループ独自の研究を報告する。 

統合失調症は、妄想や幻覚を主な症状とする精神疾患である。さまざまな症状が報告されてい

るが、メタ認知機能の障害もその一つに挙げられ、前頭前野の機能障害と考えられている。こうした

自己意識や自他認知の障害を示す統合失調症患者において、運動機能に関する研究を試みた。

我々の仮説においては、自他認識も動作もコミュニケーションに密接に関連する機能であるためで

ある。 

２７人の統合失調症患者と４９人の健常者を対象に運動機能を検討した。認知課題に加え下図

のような運動課題が患者と健常者の間で有意な成績の差が認められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぶつからないように左右の手の指を旋回させる運動課題。 

 

これまで認知機能や精神機能に障害があると考えられていた統合失調症においても運動機能

障害が見られる。精神機能と運動機能の関連が示唆された。 

こうした課題は簡便であるため臨床におけるスクリーニングに有用であると考えられる。 
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 (2) 研究成果の今後期待される効果 

今回の研究成果を簡単にまとめると、まず情動コミュニケーションの中心的な脳構造は扁桃核で

あることを示した点である。今後、さらに扁桃核と前頭前野の関連を検討していくことによって情動

コミュニケーションの機能が明らかにされると期待できる。今回我々が検討した鼻部の皮膚温度は

情動の客観的な指標となりうることが示された。今後の情動研究において広く用いられることを期待

する。また、サルに要求の意味を持つ指さし行動（に匹敵する行動）を訓練しニューロン活動を記

録・解析したこと、サルに聴覚弁別課題を訓練しニューロン活動を記録・解析したことは、これまで

ほとんどなされていなかったことである。今後この分野の研究の見本となりうると考えている。また本

研究で作製したサル用ｆMRI コイルは全脳を計測できるものとして今後の見本になると考えている。 

マーモセットに関しては、社会性の高いコロニーを立ち上げたことによって、今後日本で社会性

の研究にマーモセットが用いられていくことが大いに期待できる。遺伝子改変技術と組み合わせる

ことによって、新しい研究分野が開けると考えている。 

絵本の読み聞かせ時の視線検出に関しては、今後の自閉性障害児の結果次第では、現在の

診断年齢前の２歳時のスクリーニングに用いることが可能ではないかと考えている。 

 

３．２ 脳機能画像研究（東北大学 脳機能発達研究グループ）  

 

(1)研究実施内容及び成果 

 

ヒトの脳の働きを直接画像としてとらえる脳高次機能イメージング技術（機能的MRI、近赤外計測、

脳電図）を用いて、幼少児の脳機能の発達過程、特にコミュニケーションに重要である前頭前野の

発達過程を詳細に検討することが目的である。このため、健常若年者を対象とした脳機能イメージ

ング（機能的ＭＲＩ）を用いて、身体性を規定するさまざまな動きのパロメータを人工的に調節するこ

とが可能な人型ロボットの行動を認知している時の脳活動を計測し、コミュニケーション機能と脳活

動の関係を詳細に観察した。さらに、健常成人のモデル実験成果をもとにして、幼少児の脳発達

の研究へと深化した。また、コミュニケーションに関する脳機能の時空間パターンを定量的に観察

するために、機能的ＭＲＩと脳電図の情報を融合するための基礎的検討を行うため、二光子顕微鏡

を用いて、神経細胞活動と微小循環の関連の研究を展開した。 

 

[1] 身体動作が非言語コミュニケーション認知処理に与える影響の研究 

 

他者との身体動作による非言語コミュニケーションにおいて、身体性の差異が身体動作による情

報伝達にどのように影響するかを調査するために、精細な身体動作制御が可能な人型ロボット
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QRIO を用いて機能的 MRI による脳機能計測実験を行った。他者の身体動作を理解する際の認

知処理に特に影響を与えると考えられる（１）行為者の身体動作の滑らかさ、（２）行為者の外観、

（３）行為者の身体構造、の３因子に着目し、各々の因子が身体動作観察時の脳活動に与える影

響を測定した。 

 

１）ロボットの身体動作の滑らかさが表現的身体動作観察時の脳活動に与える影響 

身体動作の滑らかさが、表現的な動作の認知に及ぼす影響及びその個人差を調べるために、

身体性を規定するさまざまな動きのパラメータを人工的に調節することが可能な人型ロボット QRIO

を用いて、非言語的な表現手法であるダンスを観察している時の脳活動を機能的ＭＲＩによって計

測した。実験では、QRIOオリジナルの滑らかなダンス動作と、関節自由度及び関節同士の協調制

御を制限する事で作成したぎこちないダンス動作の映像を被験者に提示した。そして条件間の差

分による脳活動検定および functional connectivity 解析を用いた脳活動の個人差ネットワークの

検出を行った。 

その結果、ダンス動作が滑らかな場合、左側側頭後頭領域および上側楔部の活性化が脳活動

の個人差に依存せず増加する事、また被験者の芸術に対する意識の個人差と関連して頭頂−前

頭ネットワークの活性化が変化する事が示された。このことから、身体動作の滑らかさの認知処理

においては、視覚的な動作理解の初期過程で個人差がほとんどなく、より高次の処理過程におい

て個人の意識を反映して脳活動に差が出てくることが示唆された。 

 

２）人間・ロボットの身体動作観察時における外観の影響の評価 

身体動作の認知において、行為者の外見が脳活動に与える影響を評価するために、人間及

びロボットの動作とそのバイオロジカルモーションを観察しているときの脳活動を機能的ＭＲＩによ

って計測した。実験では人間及び QRIO のダンス映像とその光点バイオロジカルモーション映像

を利用し、被験者には動作に対して意識を向けるよう映像中の逆再生部分を検出するよう教示を

行った。また、バイオロジカルモーション条件において、その動作映像が人間由来かロボット由来

かの判別が出来なかった被験者のみを解析に用いた。 

差分解析を行った結果、被験者が人間とロボットのバイオロジカルモーションの判別が出来て

いないにもかかわらず、右側の外側後頭領域の活性化に差が認められ、さらに人間の外見によっ

てのみ側頭葉内側面の活性化が増加する事が示唆された。 

 

３）ロボットの身体構造が情動動作の認知に与える影響の評価 

コミュニケーションにおける身体性の役割と脳活動との関係を明らかにするために、２種類の身

体構造の異なる人型ロボットによる情動的な身体動作を観察しているときの脳活動を、機能的ＭＲＩ
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を用いて測定し、身体構造の違いが情動知覚に与える影響について評価を行った。実験では、健

常若年者を対象として行い、二足移動型・車輪移動 型の各人型ロボットが、ポジティブな情動を

表現する動作および非情動的な動作の映像を観察している際の脳活動を測定した。また参照条

件として、人間による情動動作の映像観察も条件に加えた。 

実験結果より、二足移動型ロボットのポジティブな情動動作は、非情動動作と比較して他者への

情動的な感情移入に関わる左側前頭眼窩皮質の活性化を誘発する事が認められた。また、その

活性化度合いは、人間の動作を観察している場合とほぼ同様であり、車輪移動型ロボットの動作を

観察している場合よりも強い事が認められた。一方、車輪移動型ロボットでは、運動知覚等の視覚

情報処理に関連する領域の活性化が増強する事が認められた。従って、人間とより類似した身体

構造を持つロボットは、その身体動作によって情動情報をより円滑に伝達可能である事が示唆され

た。 

 

[2] 脳機能の時間空間パターンの定量評価法の開発 

 

ヒトの脳の働きを直接画像として捕らえる脳高次機能イメージング技術（機能的ＭＲＩ、近赤外計

測、脳電図）を用いて、幼少児の脳機能の発達過程、特にコミュニケーションに重要である前頭前

野の発達過程を詳細に検討することが目的である。コミュニケーションに関する脳機能のマイクロ-

マクロレベルの時空間パターンを定量的に解析するため、各レベルにおける計測モダリティの情報

を融合するための基礎的検討を行った。 

 

１）機能的ＭＲＩ及び脳電図の融合 

機能的ＭＲＩ（fMRI）は空間分解能に優れ、脳電図は時間分解能に優れる。脳のマクロスコピック

な活動を高い時間-空間分解能で推定するため、各神経イメージングの信号源となる血中酸素濃

度を含めた血管の活動と、神経細胞の活動の、いわゆる神経血管結合系のダイナミクスを記述す

るフォワードモデルを開発した。モデルの精度を検証するため、fMRI と脳電図の同時計測を行い、

実測された fＭＲＩデータと、フォワードモデルによる脳電図のデータからの fMRI信号推定値を比較

した所、良い推定結果が得られた。 

 

２）大脳皮質の電気伝導率推定 

脳電図は、大脳皮質における神経細胞の活動を細胞外基質、頭蓋及び頭皮を介して記録して

いる。頭蓋及び頭皮の抵抗率/電気伝導率は、均一であると考えられるが、大脳皮質における電

位伝導率分布は均一ではない。脳電図から大脳皮質における神経細胞のマイクロレベルの活動

を推定するためには、この不均一な電気伝導率分布をできるだけ正確に知る必要がある。従来こ
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の電気伝導率の分布の推定は、単純のため無限媒質における均一な電気伝導率分布を前提とし

た、ラプラス方程式に基づく電位伝播モデルを用いて行われてきた。しかしながら大脳皮質は有限

媒質であり、かつ電気伝導率分布は不均一である。したがって、従来モデルをベースとした場合、

厳密な電気伝導率の推定は困難であると考えられる。本研究では、大脳皮質における不均一な電

気伝導率分布を表現するため、大脳皮質の層状構造を取り入れた境界要素法によって有限媒質

モデルを開発し、ラットを対象とした大脳皮質の電気伝導率分布推定のための同時電流刺激-電

位記録システムを構築した。また、アガロースを用いて不均一な電気伝導率を有する脳ファントム

を作成し、開発した電気伝導率分布推定手法の精度を評価した。その結果、従来の手法よりも良

い推定精度を得る事ができた。 

上記２つの結果は、fＭＲＩでの観測と神経細胞の活動をつなぐ橋渡し的な役割をはたすことがで

き、各モデルを統合する事で、例えば fＭＲＩの計測データからマイクロ-マクロレベルの脳活動を考

察する事ができるようになると期待できる。 

 

[3] 幼児のコミュニケーション能力向上に関する介入研究 

 

幼児の前頭前野を活性化し、かつ、親子のコミュニケーションスキルを向上させることを目的とし

て、おやつ作りの生活介入実験を行った。光トポグラフィ－による計測では、親子で一緒にホットケ

ーキを調理している時に、幼児の背外側前頭前野がさまざまな場面で活性化することがわかった。

週に１日ホットケーキを親子で調理する習慣を２か月間継続させたところ、親の育児ストレスが改善

し、子どもの行動に良い変化をもたらすことが示唆された。 

 

１）光トポグラフィによる親子で調理中の幼児の前頭前野活動の計測 

６歳児（幼稚園年長児）１１名を対象として、背外側前頭前野の活動を、光トポグラフィ（日立メデ

ィコ・ETG100）を用いて計測した。ブロックデザインを用いて、親子で一緒にホットケーキを調理し

ているときの、さまざまな過程の脳活動を計測した。コントロール状態は開眼安静状態とした。「牛

乳を計量カップで計測する」「卵をボウルに割りいれる」「粉と卵、牛乳をかきまぜる」「焼けたホット

ケーキをチョコレートシロップで飾る」の各過程で、大脳両側半球の背外側前頭前野のオキシヘモ

グロビン濃度が統計的に有意に増加した。親子で一緒に調理をする体験が、前頭前野を活性化

する行為であることがわかった。 

 

２）ＲＣＴによる親子調理習慣が親子関係に与える影響の研究 

親子で一緒に調理をする行為が、親子のコミュニケーションスキルに与える影響と、子どもの行

動に与える影響を調べるために６歳児とその親を対象として、Randomized Controlled Study (RCT)
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を行った。２９組の参加者をくじ引きにて無作為に２組に分けた（生活介入群１５組、対照群１４組）。

生活介入群には、２ヵ月間に渡り、週に１日、親子でホットケーキ作りをするよう指導した。また、調

理の際に、できるだけたくさん子どもを褒めるように指示をした。対照群には、いままで通りの生活

を続けるように指示をした。育児ストレスインデックス（PSI）と、子どもの行動チェックリスト（CBCL）を、

介入前と２ヵ月間の介入後に行い変化を計測した。対照群は介入群と同じ日に同じ調査を合計で

２回同様に行った。PSI は、育児におけるストレスの観点から、親子の精神状態、親子のかかわりに

ついて捕らえるものであり、CBCL は、こどもの問題行動（言いつけを守らない、反抗するなど小さ

なレベルの問題行動も含め）の観点からこどもの心理社会的な状態（情緒や行動）をみるものであ

る。 

結果、PSI「子どもの側面」の総点は、介入群が対照群と比較して介入後に統計的に有意に改善

していた（p = 0.095）。下位項目では、「親を喜ばせる反応が少ない」「子どもの機嫌の悪さ」「子ども

が期待通りにいかない」「子どもの気が散りやすい・多動」の項目が介入群で有意に改善していた。

PSI「親の側面」の総点も、介入群が対照群と比較して介入後に統計的に有意に改善していた（p = 

0.020）。下位項目では、「親としての有能さ」「健康状態」の項目が介入群で有意に改善していた。

PSI の総点も、同様に、介入群が対照群と比較して介入後に統計的に有意に改善していた（p = 

0.052）。下位項目では、「不安／抑うつ」「非行的行動」の項目が介入群で有意に改善していた。 

調理による生活介入によって、親に対する子どもの態度をより肯定的にとらえることができるよう

なった、親自身に子育てに対する自信がつき、また健康感も向上した、子どもが明るく良い子にな

ったと感じるようになった、ことが示唆され、こうした介入が、親子関係や子どもの情緒や行動に良

い変化をもたらすと考えられた。 

週に１日調理を親子ですることは、現実的に実現可能な生活介入であり、これが前頭前野の活

性化や、親子関係、子どもの情緒にポジティブな影響を与えることが証明された。こうした生活習慣

の提案や改善が、コミュニケーションの発達支援のプログラムの開発や、障害児を対象としたリハビ

リテーションプログラムの開発に直接つながると信じている。 

 

(2)研究成果の今後期待される効果 

 

ロボットを用いた研究は、人で統制をとりにくい点を克服する手法で動作の影響を浮き彫りに出

来るだけではなく、今後のロボット開発分野に対する提言に結びつくものと考える。また、脳機能測

定法は現在非常に多く持ちいられてきているが、その長所・短所を理解しまたその信号の意味を

理解し、うまく融合させていくことがこれからの脳機能画像学には求められる。本グループの研究は、

そこに正面から取り組み成果を挙げたものとして脳機能画像研究の分野に大きな貢献をしていると

考えている。また、親子の活動を対象とした介入研究は、本研究の目指す「応用面」を前面に出し
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たものである。実際に親の感じる子育てに対するストレス軽減効果等が見られていることは、すぐに

応用が利く成果であると考える。脳科学分野にとどまらず育児・教育分野にとっても重要な知見で

ある。 

 

３．３ 神経生理学研究・脳機能画像学研究（日本大学 神経ネットワーク研究グループ）  

 

(1)研究実施内容及び成果 

 

１）指さし（Pointing）行動に関連する運動前野ニューロン 

ヒトの赤ちゃんは生後およそ 1 年で指さし（pointing）を始めるようになる。この物に直接触れない

指さしはヒトに特有であり、珍しい物があるよと相手に伝える（物を介して他者とかかわる）、あるいは、

ある物を要求して指さしをする（他者を介して物とかかわる）、という意味をもつと考えられ、意図的

なコミュニケーション動作であると考えられている。これまでに、腕を伸ばす reachingという動作の脳

内メカニズムについての研究は多く行われているが、意図を持った pointing と言う観点からその脳

内メカニズムを調べた研究は行われていなかったので本研究で検討した。この研究は研究総括グ

ループとの共同研究である。詳細はそちらに記載した。 

 

２）「うなずき」の理解に関連する脳活動 

音声駆動型複数身体引き込みコミュニケーションシステム「さくら」を用い、聴衆のうなずき動作に

よって、引き込みが生じる状況での脳活動をｆMRI で記録した。被験者には、消費税に関する講演

の動画（コンピュータグラフィックス）を聴衆の視点から視聴させ、画面上の聴衆が講演者のスピー

チと同期してうなずく「引き込み」条件と、聴衆がよそ見などをする「だらけ」条件のもとでの脳活動

を比較した。 

被験者は 16 名（男性 6 名、女性 10 名、平均年齢 22.8 歳）とし、脳活動の測定には Siemens 

Symphony 1.5T スキャナーを用いた。機能画像は EPI法により、4秒間で 40枚の水平断画像を撮

像した（TR = 4000 ms, TE = 50 ms, FA = 90 deg, voxel size = 3×3×3 mm, FOV = 192 mm）。 

実験では、講演者の音声に対して、聴衆がうなずきを中心とする引き込み反応を行っている条

件と、居眠り、よそ見などのだらけ反応を行っている条件の 2 セッションを実施した。発話者のスピ

ーチはいずれの条件とも同一で、消費税値上げを肯定する内容であった。各セッションはブロック

デザインで計画し、課題 32s、安静 32s のブロックを交互に 4ブロックずつ呈示した。条件の呈示順

は、被験者の半数で、引き込み条件→だらけ条件、残りの半数では、逆の呈示順とした。スピーチ

は約 2分間の連続発話であったが、実験デザインに合わせて 4分割して呈示した。 

被験者には実験前に、現在の消費税率（5 %）が妥当かどうかを、3 件法（高い、ちょうどよい、安
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い）で尋ね、さらに各セッションの終了後に、妥当と思われる税率を具体的な数値で回答させた。 

消費税率の評定結果： だらけ条件と引き込み条件の評定値を比較したところ、条件間に差異

は認められなかった。しかしながら、実験前の回答に比べた場合、第 1 セッションで評定が上昇し

たと見なせる被験者が存在した。そこで以下の報告では、各被験者の前半セッションのみを解析の

対象として検討を行った。 

ｆMRI による脳活動の測定結果： SPM5 を用い、固定効果モデルで、有意水準を uncorrected 

p<.001（k=36 voxels）に設定して検定を行った。各被験者の前半セッションを用いて、引き込み条

件（8 名）と、だらけ条件（8 名）の脳活動を比較したところ、引き込み条件＞だらけ条件のコントラス

トにおいて、左右両半球の後頭葉内側部、上側頭葉、前頭葉内側部（帯状回）などに賦活が認め

られた。一方、 だらけ条件＞引き込み条件のコントラストにおいては、後頭葉の外側面などに活

動が点在していた。引き込み条件において、注意の機能と関連の深い帯状回の活動が上昇し、ま

た視覚野や聴覚野においても活動が高まっていたことから、聴衆のうなずきによる引き込み反応が、

被験者の講演者に対する注意を喚起させた可能性がある。また帯状回前部や上側頭溝は、心の

理論に関するイメージング研究で報告されている賦活部位であり、被験者が講演者のスピーチの

意図などを判断していたと考えると興味深い。本研究を手がかりに、引き込みとコミュニケーション

過程の研究が発展していくことが期待される。 

 

 (2)研究成果の今後期待される効果 

 

うなずきがコミュニケーションにおいて何らかの効果・影響を持っていることは体験からも分かる。

今後、その脳機能への影響などが詳細につめられればコミュニケーションスキルなどの向上につな

げられる可能性がある。 

 

３．４ 神経心理研究（昭和大学 神経心理研究グループ）  

 

(1)研究実施内容及び成果 

 

ヒトで特に複雑に発達したコミュニケーションの機能の多くは、大脳皮質で担われていると考えら

れて来た。しかし、最近の研究からおもに運動制御を行っていると考えられてきた脳領域、例えば、

大脳基底核などもコミュニケーションに重要な役割を担っていることが明らかになってきている。本

研究プロジェクトでは、おもに脳損傷患者や神経疾患の患者を対象に、運動能力やコミュニケーシ

ョン能力を評価し、その障害の関連や責任領域の同定を行ってきた。損傷患者を対象とした臨床

神経心理学的研究は、健常な状態では浮き彫りにすることの困難な認知機能を検討することがで
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きる。なぜなら、コミュニケーションという複雑な機能は、さまざまな機能が協調しながら実現してい

て、その協調があまりに巧妙であるため、正常に機能しているときには、どのような機能単位がある

か解らないからである。したがって我々の臨床神経心理学的研究では、コミュニケーション機能が

壊れた状態からそのメカニズムを探ってきた。 

我々のグループではこれまでに、パーキンソン病の患者が表情等のコミュニケーションに関する

情動信号の理解に障害を示すことなどを明らかにしてきた（Kan, Kawamura et al. 2002, 2004, 

Suzuki, Kawamura et al. 2006 など）。こうした事実から、運動関連領域とコミュニケーション関連領

域は、多くの重なりを持ちながら存在すると想像できる。こうした検討は疾患のみならず、高齢者を

対象としても広げられた。健常高齢者における表情認知機能の検討では、モーフィング技術を用

いた刺激を用い、さらに得られたデータを反応項目理論に基づいて分析することで表情認知能力

を定量的に評価した（Suzuki et al. 2006, 2007）。これにより、個々の表情に対する難易度を統制し

た条件で表情認知能力を測定し、個人間の表情認知能力の差異をより明確に検出することができ

た。 

 

 

 

                   モーフィングを用いて合成された表情刺激 

                   （怒り 40%＋喜び 60%） 

 

 

 

 

 

 

さらに、事象関連電位を用いた検討や、種々の疾患による障害の性質を比較することで、扁桃

核を中心とするネットワークがコミュニケーションに関与していることを示した（Yoshimura, et al 2005, 

Yoshimura et al. 2007）。事象関連電位を用いた検討では、表情認知課題を行っている際に中心

的に活動している領域を双極子追跡法により推定した。すると、健常者では扁桃核を中心とした領

域が活動を示したが、パーキンソン病患者では扁桃核の活動がみられず、頭頂連合野の活動が

みられた。この結果は、パーキンソン病における情動認知障害が扁桃核の機能不全によることを示

唆した。 

 

さらに、若年性パーキンソン病と孤発性パーキンソン病における表情認知能力を比較した検討

では、表情認知に関与する脳部位の解明に臨床的側面から有用なデータが得られた（Yoshimura, 

Kawamura et al. 2007）。パーキンソン病ではドーパミン投射系が障害されることが知られている。孤

発性パーキンソン病では黒質－線条体系および中脳皮質系が障害されるのに対し、若年性パー
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キンソン病では黒質－線条体系のみが障害されることがわかっている。これらの症例において表情

認知能力を比較したところ、孤発性パーキンソン病例では恐怖や嫌悪の表情認知障害が見られた

が、若年性パーキンソン病例では表情認知障害はみられなかった。これにより、パーキンソン病で

みられる表情認知障害が中脳皮質ドーパミン投射系の障害によることが示された。 

 

 

 

 

 

 

 

                                      ２つのドーパミン投射系 

                                      黒質線条体系（青）と 

                                      中脳皮質系（赤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表：若年性パーキンソン病患者（ARJP）は健常者と同等の表情認知成績を示した 

 

その他、変性疾患患者におけるコミュニケーションの障害として、脳変性疾患患者における「動き

情報」を用いたコミュニケーション過程や、筋萎縮性側索硬化症患者における書字コミュニケーショ

ンの障害(Ichikawa ら、2008)などの検討を行った。 

 

(2) 研究成果の今後期待される効果 

 

当初期待した運動関連領域である大脳基底核のコミュニケーション機能への直接的な働きは示

されず、逆にパーキンソン病においても扁桃核の機能障害がその原因であることが示された。運動

とコミュニケーションの関連について新たな解釈を生み出すことはできなかったが情動コミュニケー

ション機能における扁桃核の重要性があらためて示されたと考える。今後は、臨床場面でもこの成

果に基づき診断・治療の方針を立てていくことができればよいと考える。 

 

 

３．５ 発達障害研究（慶応義塾大学 発達障害研究グループ）  

 

(1)研究実施内容及び成果 

 

VTAVTA
Frontal and Frontal and 

cingulate cingulate 

cortexcortex

Olfactory Olfactory 

bulbbulb
Amyg.Amyg.

VTAVTA
Frontal and Frontal and 

cingulate cingulate 

cortexcortex

Olfactory Olfactory 

bulbbulb
Amyg.Amyg.

Substantia Substantia 

nigranigra

Caudate and putamenCaudate and putamen

Thal.Thal.

Substantia Substantia 

nigranigra

Caudate and putamenCaudate and putamen

Thal.Thal.

Emotion

happiness sadness anger fear surprise disgust

Facial, dynamic

ARJP Mean 100 100 100 96.9 100 100

SD 0 0 0 8.8 0 0

Control Mean 100 100 97.7 88.5 98.4 96.1

SD 0 0 6.8 19.2 6.3 10.9
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[1]成人を対象とした NIRS研究 

 

１）感覚・知覚・認知の研究 

視覚の基礎過程では MT 野が運動錯視に関係することを明らかにした。聴覚に関しては、音の

ワーキング・メモリで絶対音感者が音を言語でコード化することを示した。視覚のイメージ生成では

前頭葉と後頭の視覚領野の活性化が相関することを示した。言語の研究では、行動では区別が難

しい二つの自動詞が前頭葉では異なる活性化を持つことを示した。 

 

２）運動の研究 

有線領外身体領域を含む側頭－後頭領域が、視覚フィードバックなしの運動の実行と同じ運動

のイメージ生成に関係することを明らかにした。同じ運動が前頭葉を同じように活性化することを示

した。ただし、この点については性差があり、現在検討中である。運動のイメージ生成が補足運動

野を活性化することを示した。また、模倣が観察と比較して前頭葉を不活性にすることを示した。 

 

３）情動の研究 

情動写真の記憶で所謂 differential memory effectを NIRSで捉えることができた。感動して鳥肌

が立つ音楽を聴いているときの前頭葉の活性化を測定した。腹側部と背内側部で大きな活性化が

みられた。情動表出で視覚と聴覚が異なる条件（Stroop-like condition）で前頭葉が活性化すること

を示した。 

 

４）自己・他者・社会の研究 

NEO-PI-R で測定された５つの性格特性の得点と、NIRS で測定された情動写真に対する前頭

葉の活性化の間の相関を検討した。その結果、神経症傾向と快写真に対する右腹側部の活性化

の間に負の相関がみられた（抑鬱に関係）。外向性と不快写真に対する左背側部の活性化の間に

正の相関がみられた（刺激希求性に関連）。誠実性は快、不快写真への多くの領域での活性化と

正の相関を示した（情動事象の適切な制御に関係）。開放性、調和性は特徴的な相関がみられな

かった。このほか、意思決定における framing effect と前頭葉の活性化、gamble課題における意思

決定と前頭葉の活性化を検討している。Impersonal な倫理判断が前頭葉左外側部を活性化させる

ことを示した。 

 

[2] 乳幼児を対象とした研究 

 

１）表情に関する脳反応 
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乳幼児に母親、見知らぬ母親の真顔、笑顔をみせ、また、母親には自分の子供と、見知らぬ子

供の真顔、笑顔をみせて、前頭葉腹側部の活動を検討した。母親、乳児ともに平静顔に比べて笑

顔で活動レベルが上がった。また、母親の腹外側部および内側部で自他の乳幼児の相違がみら

れた。 

 

２）音韻知覚に関する研究 

母国語の音韻は左半球優位に処理されるが，その機能側性化の発達過程は明らかになってい

ない。そこで日本語音韻の中でも特に獲得が困難といわれている長短母音に対する脳反応を 4 ヶ

月児から 2歳児まで年齢の異なる 5つのグループでNIRS計測し，発達過程を検討した。物理的に

は同様な違いをもつが，音韻的境界を超えた対立，超えない対立を刺激とした。実験の結果、言

語的に意味のある長・短母音の違いに対応する聴覚野の活性化は 6〜7 ヶ月齢で初めて現れ、13

ヶ月齢以降に安定することが分かった。さらに、13 ヶ月齢以降の乳幼児においては、言語機能を

担っている左脳が主として働いていることが分かった。日本語特有の長短の母音の区別は、生ま

れてすぐ区別できる他の一般的な音韻と異なり、日本語環境で育つことで生後数ヶ月して発達し，

1歳過ぎに左半球優位な効率的な神経回路が作られることを示唆する。 

 

３）乳幼児音声に関する研究 

乳幼児を対象に、自分の母親と未知の母親の対成人音声、対乳児音声に対する脳反応を、側

頭部および前頭部において検討した。側頭部計測においては、話し手条件（自分の母、未知の

母）に関わらず、対乳児音声に対して、左右聴覚野近傍の有意な賦活が見られた。前頭部計測に

おいては、自分の母条件において、未知の母条件と比較して、対乳児音声に対して有意な賦活が

見られた。 

 

[3]自閉症スペクトラム児を対象とした身体コミュニケーションへの行動的介入研究の実施 

 

自閉症スペクトラム児において重篤な障害が報告されている共同注意行動について、行動的評

価・介入を実施した。評価では、自閉症スペクトラム児において指さしはみられず、また、視線移動、

指さし、音声反応などの複数の共同注意行動を協応して表出することがほとんどなかった。介入に

おいて、共同注意のターゲットとなる刺激を子どもの選好に合わせて操作することによって、共同

注意の生起率が上昇し、指さしや協応された共同注意行動が出現することが示された。 
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[4] 自閉症スペクトラム児を対象とした NIRS研究 

 

自閉症スペクトラム児を対象として、介入前の障害児の音韻（/itta-itte/）、抑揚（/itta-itta?/）対

立を、NIRSを用いて調べた。参加児は、2歳から 13歳の自閉症スペクトラム児 18名で、12名が知

的障害を伴った。その結果、健常児においては、音韻対比条件と抑揚対比条件のラテラリティ指

数には有意差が見られ、音韻対比条件において、左半球有意であったが、自閉症児においては、

知的障害の有無に関わらず、ラテラリティ指数に有意差は見られなかった。よって、自閉症スペクト

ラム児において、音韻・抑揚対比の左右聴覚野の側性化が十分に発達していない可能性が示唆

された。また、生活月齢が 2-5 歳の自閉症児を対象に、応用行動分析の方法を用いて共同注意、

模倣、聞き取り理解などへの介入を実施し、言語・社会性の行動面での改善とラテラリティ変化の

関連を検討した。介入の結果、1 年後の再評価においてラテラリティ指数に変化をみとめた。 

 

(2) 研究成果の今後期待される効果 

 

一連の成果のうち、乳幼児における表情認知と音韻知覚に関する研究は初期発達の理解という

観点で大きなインパクトがあったと評価できる。自分の母親の笑顔に対する特異的な強い応答は、

脳の発達を通じた愛着形成に重要であることを示唆した。また、日本語特有の長短の母音の区別

の発達過程を検討した成果は、大脳半球の機能差の発達理解に大きな手がかりをもたらしたとい

える。 

しかしながら、このグループのもっとも大きな成果といえるのが、自閉性障害児に対する研究成

果である。まず、我々の仮説である動作とコミュニケーションに関する関連性を発語と模倣能力の

相関という形で示した点が挙げられる。さらに、現在、週４０時間の訓練が必要な応用行動分析に

おいて動作模倣や指さし等の非言語コミュニケーションに関連した介入を重点的に実施することに

より効果を見出した点である。これらの点は、すぐにでも応用できる成果であると考えている。 

 

 

３．６ 行動研究（京都大学 言語習得研究グループ）  

 

(1)研究実施内容及び成果 

 

[1] 視線方向の大域的情報処理 

 

本研究では、視線方向判断時の事象関連電位（ERP）計測により、眼の局所的情報と、頭部全



体の情報を統合して、視線方向を判断する“視線方向の大域的情報処理”の脳内基盤を検討した。

その結果、頭部情報と眼の局所的情報との大域的統合が、P1 成分に反映される、低次の知覚的

処理段階で起こっていることが見出された。 

眼は白目の中に黒目が配置されるという極めて単純な構造を持っている。このため、視線方向

の読み取りは比較的単純な知覚メカニズムによって行われていると考えられがちである。しかし、実

験心理学的研究により、視線方向の知覚においては、様々な情報を統合した複雑な情報処理が

行われていることが明らかにされつつあり、視線方向知覚メカニズムの解明は認知心理学の重要

な研究トピックスの一つとして注目を集めている。本研究では、視線方向判断時の事象関連電位

（ERP）計測により、眼の局所的情報と、頭部全体の情報を統合して、視線方向を判断する“視線方

向の大域的情報処理”の脳内基盤を検討した。実験では、眼および眼以外の部分を独立に倒立さ

せた 4 種類の顔画像に対して、視線方向判断を行っている際の ERP を計測した。この ERP データ

を基に、視覚野における低次の知覚処理を反映しているといわれる P1 成分と、顔刺激に特異的な

処理過程を反映しているといわれる N170 成分とを、条件間で比較した。その結果、眼以外の部分

が正立している場合には、眼の部分を倒立させることによって、P1 成分の頂点潜時が遅延したが、

眼以外の部分が倒立している場合には、このような効果は見られなかった。一方、N170 成分では、

眼以外の部分が倒立しているか正立しているかに関係なく、眼の倒立による頂点潜時遅延が見ら

れた。この結果は、頭部情報と眼の局所的情報との大域的統合が、顔特異的処理段階以前の、低

次の知覚的処理段階で起こっていることを示唆している。この知見は、顔の大域的処理は、N170

成分に反映される顔特異的処理過程により行われるとする、従来の顔認知モデルに疑問を投げか

けるものであり、理論的にも極めて重要であると考えられる。 

 

[2] バイオロジカルモーションからの表情認識能力の発達 

 

本研究では、４～６歳児を対象として、バイオロジカルモーション提示した表情刺激からの表情

認識能力を検討した。その結果、バイオロジカルモーション情報に基づく表情認識能力は、４～６

歳にかけて発達すること、またこの能力は幸福顔の認知において、特に早くから発達することを見

出した。 

表情は社会的相互作用における最も重要なコミュニケーションチャネルの一つである。表情認

識においては、顔の形態に関する静的情報が重要視されてきたが、近年、これに加えて動的な運

動情報が、表情認識において果たす役割に注目が集まっており、これら両様の情報が、独立した

脳内機構の処理を受ける可能性が示唆されている。顔の運動情報に基づいた表情認識能力の、

幼児期における発達的変化に関する知見は、ほとんど存在しない。そこで、本研究では、４～６歳

児を対象として、バイオロジカルモーション提示した表情刺激からの表情認識能力を検討した。実
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験では、4 種類の表情の表出に伴う顔のバイオロジカルモーション情報を、ポイントライト・ディスプ

レイ法を用いて動画提示する条件（Dynamic Presentation 条件）と、動画の最終フレームのみを静

止画として提示する条件（Static Presentation条件）での、表情認識成績を比較した。バイオロジカ

ルモーション情報を、表情認識に利用することが出来れば、Dynamic Presentation 条件での認識

成績が、Static Presentation 条件での認識成績を上回ることになる。実験の結果、4 歳児では、条

件間で認識成績に差はなかったが、6 歳児では、Dynamic Presentation 条件における成績が、

Static Presentation 条件における成績を有意に上回っていた。また、この傾向は幸福顔の認知に

おいて、特に顕著であった。これらの結果から、バイオロジカルモーション情報に基づく表情認識

能力は、４～６歳にかけて発達すること、またこの能力は幸福顔の認知において、特に早くから発

達することを示唆している。 

 

[3] 手書き文字における自己の知覚-ERPによる検討 

 

手書き文字を観察時の事象関連電位(ERP)を計測し、刺激生成過程における自己関連情報の

処理過程を検討した。結果、自己情報は右半球の電極で記録された N170、P250 両成分に反映し、

自己情報は刺激提示後約 200 ミリ秒という早期段階から右半球優位の情報処理がなされているこ

とが見出された。 

自己認識は、自我あるいは人格の統合性を維持する上で、極めて重要な位置を占めており、社

会的認知の根底を支える能力である。このため、これまでに自己認識を支える神経的基盤を明ら

かにするための試みが精力的に行われており、多くの研究から自他に関する情報が右半球優位で

処理されていることが示唆されてきた。一方、録画された過去の運動を観察することによって、自他

の識別ができるという報告が近年多くなされ、身体運動経験と自己認識の関連性が示唆されてい

る。しかし、これまでの自己に関する情報処理過程を検討した研究の多くは顔、姓名などを対象と

しており、声や筆跡などといった刺激の生成過程において、自己の運動が関与した刺激を用いた

研究は非常に少ない。そこで、本研究では刺激生成過程における自己の情報処理を調べるため

に、筆記運動の産物である手書き文字を観察時の事象関連電位(ERP)を検討した。刺激には、既

知の文字(ひらがな、数字、アルファベット)と未知の文字(アラビア文字、タイ文字、ヒンドゥー文字)

を用いることで、文字に対する親近性の効果を操作し、自己・他者情報の処理過程と分離した。後

側頭領域の電極で記録された P1、N170、P250の 3ERPの頂点の振幅を分析した結果、右半球の

電極でのみ N170、P250 両成分に自他の違いが反映した。一方、文字に対する親近性の多寡は、

両半球の電極で記録された N170成分に反映されたが、P250成分には左半球の電極のみでその

差が記録された。N170成分は親近性や熟達度の高さと比例して大きくなり、P250成分は情報を検

索し、脳内で構造表現する際の認知的負荷量をあらわす成分である。したがって、自己情報は文



－38－ 

字に対する既知性とともに親近性の高さとして知覚され、小さな認知的負荷量で構造表現されると

考えられる。また、刺激提示後約 200 ミリ秒という早期段階から右半球優位の情報処理がなされて

おり、刺激提示後約 300 ミリ秒には、自己情報は文字に対する親近性とは分離されて情報処理さ

れることが見出され、自己認識に関わる機能が右半球に局在していることを示唆するものである。 

 

[4] 幼児による向社会的行動にみられる誤信念理解の検証 

 

幼児における、利他的行動にみられる他者の誤信念理解を検証した。結果、従来の課題におい

ては誤信念保持者の行動予測を行う事が難しい 3、4歳児でも、他者を助ける状況下では、誤信念

の有無という他者の認識状態により敏感に反応することを示唆する結果が得られた。 

従来の研究では、他者の誤信念を理解できるようになる「心の理論」の能力は、４歳以降に獲得

されると報告されてきた。またこの誤信念理解は、競合的な状況下で相手を騙し欺くような、利己的

な行動において顕在化すると言われている。対して、最近の研究では、幼児はきわめて早い段階

(18ヶ月)で、ヒト特有の「他者と協力する」「他者を助ける」という、向社会的な動機を持ち合わせるよ

うになると報告されている。これらに基づき、本研究では、利他的な協力行動によって他者理解が

促進されるのかどうかを、向社会的要素を取り入れた誤信念課題を用いて検証した。新たに作成さ

れた課題では、他者への協力行動にみられる誤信念理解を検証するため、誤信念を持つ人物・正

しい信念を持つ人物の二者から、助けを必要とする誤信念保持者を幼児が選択し助ける（正しい

知識を与える）ことが求められた。その結果、通常の誤信念課題においては誤信念保持者の行動

予測を行う事が難しい３、４歳児でも、他者を助ける状況下で、二者間の信念の違いを判断し、正

しい人物を選択できることを示唆する結果が得られた。また追実験では、競合的な状況下で、二者

から正しい信念を持つ人物を選択し欺く（誤った情報を与える）課題を行った。この条件でも同様

に、標準的な誤信念課題よりは高い成績が得られたものの、その正答率はチャンスレベルに留ま

った。これらのことから、誤信念を持つ他者の行動予測が困難である幼児も、協力や欺きといった

動機が与えられた状況下では、相手の知識の有無に対し、より敏感になることが示された。中でも、

他者を助ける状況下においては、相手の心的状態により敏感になり、正しい判断を行えることが示

された。本研究によって、幼児における向社会的な行動が引き起こす他者理解の様子が明らかに

なった。 

 

 (2) 研究成果の今後期待される効果 

 

動作理解の発達に関する知見を積み重ねている。特に向社会的行動にみられる誤信念理解の

検証の結果は、心の理論の発達や解釈に新たな視点を加える意味で発達研究に大きな意味を与

えているといえる。 
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§４ 研究参加者 

 

①中村克グループ 

 

 氏 名 所 属 役 職 研究項目 参加時期 

○ 中村 克樹 

国立精神・神

経センター神

経研究所 

部長 研究総括 H15.10～H21.3 

 石橋 英俊 

国立精神・神

経センター神

経研究所 

室長 霊長類発生工学 H16.4～H21.3 

 泉 明宏 

国立精神・神

経センター神

経研究所 

室長 認知心理学 H17.4～H21.3 

 中原 潔 

国立精神・神

経センター神

経研究所 

室長 脳機能画像学 H19.４～H21.3 

＊ 竹本 篤史 

国立精神・神

経センター神

経研究所 

CREST 研

究員 
認知心理学 H16.4～H21.3 

＊ 京都大学 研究補助員 神経生理学 H16.4～H18.3 

＊ 

国立精神・神

経センター神

経研究所 

CREST 研

究員 
神経生理学 H18.4～H20.3 

 

倉岡 康治 

国立精神・神

経センター神

経研究所 

外来研究員 神経生理学 H20.４～H21.3 

 望月 秀紀 

国立精神・神

経センター神

経研究所 

流動研究員 脳機能画像学 H16.4～H19.3 

 

国立精神・神

経センター神

経研究所 

外来研究員 神経生理学 H16.4～H19.3 

 

神代 真里 
国立精神・神

経センター神

経研究所 

流動研究員 神経生理学 H19.4～H21.3 

 山中 創 

国立精神・神

経センター神

経研究所 

流動研究員 神経薬理学 H17.4～H19.10 

 

国立精神・神

経センター神

経研究所 

流動研究員 霊長類行動学 H17.4～H18.3 

 

国立精神・神

経センター神

経研究所 

外来研究員 霊長類行動学 H18.4～H20.3 

 

齋藤 慈子 

東京大学 助教 霊長類行動学 H20.4～H21.3 
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国立精神・神

経センター神

経研究所 

流動研究員 獣医学 H18.4～H19.3 

＊ 

中垣 慶子 
国立精神・神

経センター神

経研究所 

CREST 技

術員 
獣医学 H19.4～H21.3 

＊ 
京都大学霊

長類研究所 

CREST 研

究員 
発達心理学 H15.11～H16.3 

 

中村 徳子 
昭和女子大

学 
講師 発達心理学 H18.4～H21.3 

＊ 

国立精神・神

経センター神

経研究所 

研究補助員 脳機能画像学 H16.6～H19.3 

 

横山 修 
国立精神・神

経センター神

経研究所 

流動研究員 脳機能画像学 H19.4～H21.3 

 川島 浩誉 早稲田大学 大学院生 生命理工学 H18.4～H21.3 

 
Nugraha  

P. Utama 

東京工業大

学 
大学院生 心理生理学 H18.4～H21.3 

 京都大学 大学院生 霊長類行動学 H18.4～H20.3 

 
木場 礼子 国立精神・神

経センター神

経研究所 

外来研究員 霊長類行動学 H20.4～H21.3 

 山口 智恵子 京都大学 大学院生 霊長類行動学 H18.4～H21.3 

 嶋田 育代 早稲田大学 大学院生 生命理工学 H19.4～H19.6 

＊ 渡部 麻衣子 

国立精神・神

経センター神

経研究所 

研究補助員 事務 H15.10～H20.3 

 

②川島グループ 

 

氏名 所属 役職 研究項目 参加時期 

○ 川島 隆太 

東北大学加

齢医学研究

所 

教授 脳機能画像学 H15.10～H21.3 

＊ 渡辺 丈夫 東北大学 
CREST 研

究員 
脳機能画像学 H16.4～H17.3 

＊ 東北大学 
CREST 研

究員 
脳機能画像学 H17.4～H19.2 

 

三浦 直樹 
高知工科大

学 
助教授 脳機能画像学 H19.3～H21.3 

＊ 東北大学 
CREST 研

究員 
脳機能画像学 H19.4～H20.3 

 

後藤 太邦 
東北大学加齢

医学研究所 
研究員 脳機能画像学 H20.3～H21.3 
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 Joege Riera 

東北大学加

齢医学研究

所 

助教授 脳機能画像学 H19.4～H21.3 

 
Tina 

Rasmussenn 

東北大学加

齢医学研究

所 

助教 脳機能画像学 H19.4～H21.3 

＊ 加納 慎一郎 
東北大学工

学研究科 
助教 生体電子工学 H19.12～H21.3 

 

自然科学研

究機構生理

学研究所 

助教授 脳機能画像学 H19.4～H20.3 

 

杉浦 元亮 
東北大学加

齢医学研究

所 

助教授 脳機能画像学 H20.4～H21.3 

 

③泰羅グループ 

 

氏名 所属 役職 研究項目 参加時期 

○ 泰羅 雅登 

日本大学大

学院総合科

学研究科 

教授 
神経生理学、脳機能画

像学 
H15.10～H21.3 

＊ 日本大学 
CREST 研

究員 
神経生理学 H15.11～H16.5 

＊ 日本大学 
CREST 研

究員 
神経生理学 H18.8～H20.3 

佐藤 暢哉 

日本大学総

合科学研究

科 

研究員 神経生理学 H20.4～H21.3 

＊ 臼井 信男 日本大学 
CREST 研

究員 
神経心理学 H16.6～H18.3 

 

 

④河村グループ 

 

氏名 所属 役職 研究項目 参加時期 

○ 河村 満 
昭和大学医

学部 
教授 神経心理学 H15.10～H21.3 

＊ 緑川 晶 

国立精神 ・

神 経センタ

ー 

CREST 研

究員 
神経心理学 H15.11～H18.3 

吉村 菜穂子 
昭和大学医

学部 
研究員 神経心理学 H15.11～H16.3 

＊ 小山 慎一 
昭和大学医

学部 

研 究補助

員 
神経心理学 H17.11～H19.3 

 鈴木 敦命 東京大学 
特別研 究

員 
神経心理学 H17.11～H21.3 
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 小早川 睦貴 
昭和大学医

学部 
研究生 神経心理学 H19.3～H21.3 

 鶴谷 奈津子 
昭和大学医

学部 
研究生 神経心理学 H20.1～H21.3 

 

⑤小嶋グループ 

 

氏名 所属 役職 研究項目 参加時期 

○ 小嶋 祥三 
慶応義塾大

学 
教授 実験心理学 H15.10～H21.3 

 山本 淳一 
慶応義塾大

学 
教授 発達障害学 H15.10～H21.3 

＊ 河合 泰代 
慶応義塾大

学 

CREST 研

究員 
発達科学 H16.4～H18.3 

＊ 竹内 康二 
慶応義塾大

学 

CREST 研

究員 
発達障害学 H18.4～H19.3 

＊ 直井 望 
慶応義塾大

学 

CREST 研

究員 
発達障害学 H19.4～H21.3 

 

⑥正高グループ 

 

氏名 所属 役職 研究項目 参加時期 

○ 正高 信男 
京都大学霊

長類研究所 
教授 発達行動学 H15.10～H20.9 

松井 智子 
京都大学霊

長類研究所 
助教授 発達行動学 H17.4～H20.9 

＊ 親川 千沙子 
京都大学霊

長類研究所 

研 究補助

員 
霊長類行動学 H15.11～H20.9 

山口 智恵子 京都大学 大学院生 霊長類行動学 H16.4～H18.3 

 香田 啓基 
京都大学霊

長類研究所 
助教 霊長類行動学 H16.4～H20.9 

 平石 博敏 京都大学 大学院生 認知神経科学 H16.4～H20.9 

 土井 裕和 京都大学 
特別研 究

生 
霊長類行動学 H15.11～H18.3 

 橋本 亜井 京都大学 大学院生 霊長類行動学 H17.4～H20.9 

 澤田 玲子 京都大学 大学院生 霊長類行動学 H18.4～H20.9 

 三浦 優生 京都大学 研究生 霊長類行動学 H18.4～H20.9 

＊ 新谷 さとみ 
京都大学霊

長類研究所 

研 究補助

員 
研究全体の実施補助 H18.11～H20.9 
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⑦中村俊グループ 

 

氏名 所属 役職 研究項目 参加時期 

○ 中村 俊 

国立精神 ・

神 経センタ

ー神経研究

所 

部長 神経発生学 H15.10～H19.3 

 伊丹 千晶 

国立精神 ・

神 経センタ

ー神経研究

所 

研究員 神経発生学 H16.10～H18.3 

東京農工大

学 
大学院生 神経発生学 H16.10～H17.3 

＊ 

小柴 満美子 国立精神 ・

神 経センタ

ー 

CREST 研

究員 
神経発生学 H17.4～H19.3 

＊ 

国立精神 ・

神 経センタ

ー神経研究

所 

研 究補助

員 
神経発生学 H16.5～H16.12 

＊ 

刑部 仁美 
国立精神 ・

神 経センタ

ー神経研究

所 

研 究補助

員 
神経発生学 H17.4～H17.6 

＊ 大平 耕司 

国立精神 ・

神 経センタ

ー 

CREST 研

究員 
神経発生学 H17.1～H17.3 

 

⑧渡辺グループ 

 

氏名 所属 役職 研究項目 参加時期 

○ 渡辺 富夫 
岡山県立大

学 
教授 情報工学 H15.10～H20.3 

 神代 充 
岡山県立大

学 
助教授 情報工学 H17.4～H19.3 

山本 倫也 
岡山県立大

学 
助手 情報工学 H16.4～H19.3 

＊ 長井 弘志 
岡山県立大

学 

研 究補助

員 
情報工学 H18.8～H19.3 

 吉田 真章 
岡山県立大

学 
大学院生 情報工学 H18.8～H19.3 

＊ 大崎 浩司 
岡山県立大

学 

研 究補助

員 
情報工学 H18.4～H17.6 

 瀬島 吉裕 
岡山県立大

学 
大学院生 情報工学 H18.4～H19.3 
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＊ 
岡山県立大

学 

研 究補助

員 
研究補助 H17.5～H18.3 

＊ 

岡 正子 
岡山県立大

学 

研 究補助

員 
研究補助 H18.7～H19.3 

 

 

 

§５ 招聘した研究者等 

氏 名（所属、役職） 招聘の目的 滞在先 滞在期間 

なし 
   

    

 

 

§6 成果発表等 

 

(1)原著論文発表  （国内（和文）誌 16 件、国際（欧文）誌 77件） 
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Cerebral Cortex, in press (2008). 

 

4. Naoi, N., Tsuchiya, R., Yamamoto, J. & Nakamura, K.: Functional training for initiating joint 

attention in children with autism. Research in Developmental Disabilities, in press (2008). 
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(2008). 
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Impairment of motor dexterity in schizophrenia assessed by a novel finger movement test. 

Psychiatry Research 30, 81-189 (2008). 

 

7. Midorikawa, A., Nakamura, K., Nagao, T. & Kawamura, M.: Residual perception of moving 

objects: Dissociation of moving and static objects in a case of posterior cortical atrophy. 

European Neurology 59, 152-158 (2008). 
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13. Miura, N., Sugiura, M., Takahashi, M., Sassa, Y., Moridaiera, T., Miyamoto, A., Kuroki, Y. & 
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Robots and Systems, in press. 

 

14. Riera, J., Schousboe, A., Waagepetersen, H., Howarth, C. & Hyder, F.: The micro-architecture of 

the cerebral cortex: functional neuroimaging models and metabolism.  Neuroimage 40, 
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associated with the processing of onomatopoeic sounds. NeuroImage 31, 1762-1770 (2006). 
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コミュニケーションシステム. 日本機械学会論文集（C編） Vol.72, No.720, 179-186, 8 (2006). 

 

79. 山本倫也, 渡辺富夫： 音声駆動型身体引き込みキャラクタを映像に重畳合成した教育支援

システム. 情報処理学会論文誌，Vol.47, No8, 2769-2778, 8 (2006). 

 

80. 山田貴志, 渡辺富夫： 力覚コミュニケーション解析のためのバーチャル腕相撲システムの開

発. 日本機械学会論文集（C編） Vol.72, No.721, 2972-2979, 9 (2006).  

 

81. Watanabe, T., Okubo, M., Nakashige, M. & Danbara, R.: InterActor: Speech-Driven Embodied 
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Interactive Actor. International Journal of Human-Computer Interaction Vol.17, No.1, 43-60 

(2004). 

 

82. Watanabe, T., Ogikubo, M. & Ishii, Y.: Visualization of Respiration in the Embodied Virtual 

Communication System and Its Evaluation. International Journal of Human-Computer 

Interaction Vol.17 , No.1, 89-102 (2004). 

 

83. 石井裕, 渡辺富夫: ビデオコミュニケーションにおける自己映像の合成対話配置の評価. ヒュ

ーマンインタフェース学会論文誌 7, 113-120, 5 (2005). 

 

84. 大崎浩司, 渡辺富夫, 山本倫也: InterActor に手指動作入力を併用した身体的インタラクショ

ンシステムの開発. ヒューマンインタフェース学会論文誌 7, 89-98, 8 (2005). 

  

85. 檀原龍正, 渡辺富夫, 大久保雅史: 音声駆動型身体引き込みキャラクタ InterActor が発話音

声に与える影響. 日本機械学会論文集(C 編) 71, 152-159, 12 (2005). 

  

86. 長井弘志, 渡辺富夫, 山本倫也: 音声駆動型身体的引き込みポインタ InterPointer. ヒューマ

ンインタフェース学会論文誌 7, 453-462, 11 (2005). 

  

87. 山田貴志, 渡辺富夫: 顔面皮膚温計測に基づく恐怖の情動下での顔色の分析と合成. ヒュー

マンインタフェース学会論文誌 7, 131-138, 11 (2005). 

  

88. 村上生美, 渡辺富夫, 檀原龍正: 患者-看護師役割コミュニケーションにおける音声駆動型身

体引き込みキャラクタ InterActor の評価. ヒューマンインタフェース学会論文誌 Vol.7, No.1, 

157-165, 2 (2005). 

 

89. 山本倫也, 渡辺富夫: 2005 年度ヒューマンインタフェース学会論文賞; ロボットとのあいさつイ

ンタラクションにおける動作に対する発声遅延の効果. ヒューマンインタフェース学会論文誌

Vol.6, No.3, 87-94, 8 (2004). 

 

90. 山田貴志, 渡辺富夫: バーチャル腕相撲システムにおける顔画像合成のための顔色分析と合

成. 日本機械学会論文集(C 編) Vol.70，No.693，139-146, 5 (2004). 

 

91. 大久保雅史, 渡辺富夫, 久保木聡: 視点変更を用いた仮想空間 3 次元形状評価のための協

調作業支援システム. 日本機械学会論文集(C 編) Vol.70，No.693，.124-131, 5 (2004). 

 

92. 新徳健, 渡辺富夫: 3 者間インタラクション支援および合成的解析のための身体的バーチャル

コミュニケーションシステム. 情報処理学会論文誌 Vol.45, No.4, .1212-1221 (2004). 

 

93. 佐藤達矢, 高橋伸佳, 河村満: 扁桃体病変による感情認知障害に対する L-DOPA の効果. 

臨床神経 48, 139-142 (2008). 

 

(２)学会発表（国際学会発表及び主要な国内学会発表） 

 

① 招待講演    （国内会議１７件、国際会議２件） 

 

【中村グループ】 
 

1. 中村克樹: マーモセットと社会行動. 第４回霊長類医科学フォーラム, 2008 年 11月 27日, つ

くば 
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2. 中村克樹: 3.0TMR 装置のサルへの応用. 東北大学加齢医学研究所ブレインイメージング棟

竣工記念シンポジウム, 2008 年 10月 7日, 仙台 

 

3. Nakamura, K.: Potential of marmosets as animal models for mental and nervous disease. The 

51th Annual Meeting of the Japanese Society for Neurochemistry, 2008年 9月 12日, Toyama 

 

【川島グループ】 
 

4. 川島隆太: イメージングによる脳と心の研究. 第９回日本心療内科学会学術大会, 2005 年 

 

5. 川島隆太: 脳を知り、脳を守る. 日本化学会第 85 回春季年会, 2005 年 

 

6. 川島隆太: アルツハイマー病の非薬物療法－学習療法について. 第 46 回日本神経学会総

会, 2005 年 

 

7. 川島隆太: 脳科学の視点から新たな認知リハビリテーションの提案. 第 101 回日本精神神経

学会総会, 2005 年 

 

8. 川島隆太: 脳を知り、脳を育む. 第 43回日本小児歯科学会大会, 2005 年 

 

9. 川島隆太: ヒトにおける様々な高次脳活動について, 第５回東海北陸作業療法士学会, 2005

年 

 

10. 川島隆太: 認知症の非薬物療法－学習療法－. 第９回茨城県総合リハビリテーションケア学

会, 2005 年 

 

【小嶋グループ】 
 
11. 皆川泰代, 木村太郎, 黒田昭子, 岡田英史, 小嶋祥三: 母子の情動的結びつきと前頭前

野：NIRS 計測結果とアーチファクトの工学的シミュレーション. 第２回若手 NIRS 研究会招待講

演, 2006 年 

 

【中村俊グループ】 
 
12. 中村 俊, 小柴満美子: 自閉症病因の環境性と遺伝性-同士間社会性の発達障害モデルから

の提唱. 認知神経心理学会, 招待講演, 2006 年 8月 5日, 筑波大学 

 

13. 中村 俊, 小柴満美子: 同世代集団における感覚選択的な社会性の発達とその障害. 生理

学会シンポジウム, 2006 年 3月 28日, 群馬県立会館 

 

14. 中村俊, 小柴満美子: 社会性行動の発達における同世代個体間の運動感覚的相互作用の

役割. 第 83回日本生理学会大会, 2006 年 

 

【渡辺グループ】 
 
15. 渡辺富夫: 人を引き込む身体的コミュニケーション技術. 第 7 回システムインテグレーション部

門講演会 (SI2006) 講演論文集, キーノート, 1070-1071, 2006 年 12月 16日, 札幌コンベン

ションセンター 
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16. 渡辺富夫： E-COSMICの応用展開. 第6回計測自動制御学会システムインテグレーション部

門講演会 (SI2005)キーノートスピーチ, 633-634, 2005 年 12月 

 

17. 渡辺富夫: Human behind Robot 心が通う身体的コミュニケーション技術. JEITA自然言語処理

技術に関するシンポジウム 2005－ロボット・エージェントとの対話－, 53-58, 2005 年 10月 

 

18. 渡辺富夫: 身体的コミュニケーション技術－心が通う身体的コミュニケーションシステム

E-COSMIC の開発を通して. 日本機械学会 2005 年度年次大会講演資料集,  Vol.8, 

526-527, 2005 年 9月 

 

19. Watanabe, T.: Embodied Interaction and Communication Technology for Mind Connection. 

Tutorial Notes of the 11th International Conference on Human-Computer Interaction（HCI 

International 2005）, HCI Innovations in Japan, part.2, 1-26, 2005 年 7 月 

 

②  口頭発表    （国内会議４８件、国際会議２１件） 
 
【中村グループ】 
 
1. Nakamura, K. & Kuraoka, K.: Neuronal responses to species-specific emotional expression in 

the monkey amygdale. 第30回日本神経科学・第50回日本神経化学・第17回日本神経回路合

同大会, 2007年9月, 横浜 

 

2. 神代真里, 佐藤暢哉, 勝山成美, 泰羅雅登, 中村克樹: アイコンタクト中に応答する運動前

野ニューロン. 電子情報通信学会ヒューマン情報処理研究会, 2007年6月, 札幌 

 

3. 緑川晶, 中村克樹, 河村満: 脳梁離断例で認められる一側性異種感覚同期障害. 第 29回日

本高次脳機能障害学会総会, 2005年 11月, 倉敷市 

 

4. 緑川晶, 河村満, 中村克樹: 自己や対象の動きで視覚認知障害の改善がみられた Posterior 

Cortical Atrophy の一例. 第 28回高次脳機能障害学会総会, 2004年 11月 

 

5. 緑川晶, 河村満, 中村克樹: 運動手掛かりにより改善が認められた手指模倣障害例,  第 28

回日本神経心理学会総会, 2004年 9月 

 

【川島グループ】 

 

6. Yokoyama, S., Miyamoto, T., Riera, J., Kim, J., Akitsuki, Y., Iwata, K., Yoshimoto, K., Horie, K., 

Sato, S. & Kawashima, R.: An effect of word category and morphological complexity on lexical 

processing in human brain. The 131st General Meeting of The Linguistic Society of Japan, 2005

年 

 

7. Jeong, H., Sugiura, M., Sassa, Y., Horie, K., Sato, S. & Kawashima, R.: Situation-based and 

text-based learning of foreign language: An fMRI study. The 35th Annual Meeting of Society for 

Neuroscience, 2005年 

 

8. Yokoyama, S., Miyamoto, T., Kim, J., Akitsuki, Y., Jeong, H., Okamoto, H., Sassa, Y., Ikuta, N., 

Yoshimoto, K., Horie, K., Sato, S. & Kawashima, R.: Neural network involved in the lexical and 

morphological processing: An fMRI study. 第 28回日本神経科学大会, 2005年 

 

9. 岡本英行, 白晨, 横山悟, 金情浩, 内田信也, 高橋大厚, 中村渉, 佐藤滋, 堀江薫, 川島

隆太: 日本語を学習した中国語母語話者における、日本語構文の理解に関わる脳活動, 第
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10 回認知神経科学会学術集会, 2005 年 

 

10. 川島隆太: 認知症の新しい非薬物療法（学習療法）の開発. 第 3 回日本神経疾患医療・福祉

従事者学会, 2005 年 

 

11. 川島隆太: 脳を知り，脳を鍛える. 第 34回四国理学療法士学会, 2005 年 

 

12. 佐々祐子, 杉浦元亮, 鄭嫣婷, 堀江薫, 佐藤滋, 川島隆太: 言語コミュニケーションに関与

する脳活動. 第 28 回日本神経科学大会, 2005 年 

 

13. 三浦直樹, 高橋信, 川島隆太, 北村正晴, 若林利男: 機能的 MRIを用いた計器監視課題に

おける難易度と脳活性状態との関連解析. ヒューマンインタフェースシンポジウム, 2005 年 

 

14. 三浦直樹, 渡邉丈夫, 長倉正人, 岩田一樹, 佐藤滋, 堀江薫, 高橋信, 北村正晴, 川島隆

太: fMRI を用いたデジタル・アナログ計器監視時の脳活動比較. 第28回日本神経科学大会, 

2005 年 

 

15. 横山悟, 小泉政利, 金情浩, 遊佐典昭, 吉本啓, 川島隆太: 日本語文処理の即時性につい

て：意味役割の再分析処理より. 日本認知科学会第 22 回大会, 2005 年 

 

【泰羅グループ】 
 

【河村グループ】 
 

16. Midorikawa, A. & Kawamura, M.: A novel disconnection syndrome: Unilateral motor 

dyssynchronization to periodical visual stimuli. 36th Annual International Neuropsychological 

Society Meeting, 2008年, Hawaii 

 

17. 市川博雄, 高橋伸佳, 稗田宗太郎, 清水裕樹, 河村満: 認知症，失語症を伴わない書字障

害を呈した球麻痺型筋萎縮性側索硬化症の2例. 神経学会地方会, 2008年 

 

18. Ichikawa, H., Kimura, J., Taniguchi, S., Hara, M., Fujisawa, R., Shimizu, H., Abe, T., Yamada, T. 

& Kawamura, M.: Motor imagery counters rest-induced suppression of F wave showing no 

difference between dominant and non-dominant hemispheres. 4th World Congress of the 

ISPRM , 2007年 

 

19. Kawamura, M., Kobayakawa, M., Koyama, S. & Kondo, M.: Emotional impairment in 

Parkinson's disease. 3rd International Symposium on Dopaminergic and Nondopaminergic 

Mechanisms in Parkinson's Disease, 2007年 

 

20. Kawamura, M., Sakagami, M., Bossaerts, P., Kim, H., Mimura, M., Suzuki, A. & Koyama, S.: 

Social cognition and decision-making: cross-talk between neuropsychologists and 

neuroscientists. 第30回日本神経科学・第50回日本神経化学・第17回日本神経回路合同大会，

9，2007年，横浜 

 

21. 市川博雄, 加藤大貴, 村上秀友, 石原健司, 河村満: 球麻痺型筋萎縮性側索硬化症（ALS）

における錯書の検討, 第31回 日本神経心理学会総会, 118, 2007年 

 

22. 小早川睦貴, 井堀奈美, 荒木重夫, 河村満: 物品使用障害を呈した変性性疾患症例：皆様

の診断は？ 第1回 Movement Disorders Society, Japan, 2007年 



－54－ 

23. 小山慎一, 日比野治雄, 河村満: 白内障手術後に片頭痛と視覚前兆を再発した症例の神経

心理学的検討. 第31回 日本高次脳機能障害学会（旧 日本失語症学会）総会, 184, 2007年 

 

24. 近藤正樹, 小早川睦貴, 武田景敏, 井堀奈美, 荒木重夫, 河村満: 変性疾患の一例におけ

る物品使用障害の検討. 第26回 関東臨床神経心理学研究会, 2007年 

 

25. 緑川晶, 河村満: 前頭側頭型痴呆症例に認められた残存機能. 第31回 日本高次脳機能障

害学会（旧 日本失語症学会）総会, 153, 2007年 

 

26. Kawamura, M., Koyama, S., Midorikawa, A., Kaneoke, Y., Taira, M. & Hillis, A.: Higher 

Visual Impairments: Diagnosis, Neural Mechanisms, and Recovery. 第29回日本神経科学大会, 

2006年7月, 京都 

 

27. Koyama, S., Miyazawa, Y., Hibino, H. & Kawamura, M.: Psychophysical evaluation of the 

photosensitivity to the edges of stripes and grids in patients with migraine with visual aura. 36th 

Annual Meeting of the Society for Neuroscience, 2006年10月, Atlanta, GA, USA 

 

28. Koyama, S., Midorikawa, A., Suzuki, A., Hibino, H. & Kawamura, M.: A new type of 

prosopagnosia? A brain-damaged patient who can recognize faces but cannot discriminate races. 

Vision Sciences Society 6th Annual Meeting, 2006年5月, Sarasota, FL, USA 

 

29. Kawamura, M. & Ishihara, K.: Unique pathological background of frontotemporal lober 

degeneration: Report of three atypical cases. World Federation of Neurology –Aphasia and 

Cognitive Disorders Research Group, 2006年 3月 1-3日, Benos Aires 

 

30. 宮澤由美, 小山慎一, 河村満: 片頭痛視覚前兆に関する神経心理学的検討(1)：縞・格子模

様を用いた定量的評価. 第30回日本高次脳機能障害学会総会, 2006年11月, 福岡 

 

31. 小山慎一, 宮澤由美, 河村満: 片頭痛視覚前兆に関する神経心理学的検討(2)：偏光サング

ラスによる予防効果. 第30回日本高次脳機能障害学会総会, 2006年11月, 福岡 

 

32. 石原健司, 小山慎一, 河村満: 書字障害を呈したFTD/MNDの１例. 第30回日本高次脳機

能障害学会総会, 2006年11月, 福岡 

 

33. 緑川晶, 河村満: 写実的な絵を描くようになった意味痴呆症例. 第30回日本高次脳機能障害

学会総会, 2006年11月, 福岡 

 

34. 小山慎一, 河村満: 心臓カテーテルアブレーション手術後にpersistent visual auraを呈した46

歳女性. 第34回日本頭痛学会総会, 2006年11月, 米子 

 

35. 宮澤由美, 小山慎一, 河村満: 片頭痛患者の光過敏性に関する心理物理学的検討: 縞・格

子模様を用いた定量的評価. 第34回日本頭痛学会総会, 2006年11月 , 米子 

 

36. 小山慎一, 緑川晶, 鈴木敦命, 日比野治雄, 河村満: 人物はわかるが人種はわからない-両

側性紡錘状回・海馬傍回損傷後に生じた特殊な顔認知障害-. 第30回日本神経心理学会総

会, 2006年9月, 名古屋 

 

37. 緑川晶, 佐藤達矢, 河村満: 緩徐進行性“遂行機能”障害例. 第30回日本神経心理学会総

会, 2006年9月, 名古屋 
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38. Kawamura, M.: Impaired perception of smell, color, and facial expressions as early symptoms of 

Parkinson’s disease. The 2nd International Symposium on Dopamenergic and Nondopaminergic 

Mechanisms in Parkinson's Disease (ISDNMPD), 2005 年 11月, Osaka, Japan 

 

39. 小山慎一, 毛束真知子, 日比野治雄, 富満弘之, 河村 満: 100Hueテストと石原式の成績が

正常に回復後も色残像の異常を示した大脳性色覚異常の 1 症例. 日本神経心理学会 29 回

総会, 2005 年 9月, 京都市 

 

40. 小山慎一, 日比野治雄, 堀部有三, 河村満: 初期のパーキンソン病患者に見られる青の知

覚の異常. 第 29 回日本高次脳機能障害学会総会, 2005 年 

 

41. 鈴木敦命, 星野崇宏, 河村 満: パーキンソン病に伴う嫌悪表情認識障害. 第 29 回日本高

次脳機能障害学会総会, 2005 年, 倉敷市 

 

42. 緑川晶, 佐藤達矢, 高橋伸佳, 河村満: 抗てんかん薬の服用によって健忘症状の改善が認

められた 2症例の検討. 第 173回日本神経学会関東地方会, 2005 年 6月, 東京 

 

【小嶋グループ】 

 

43. 皆川泰代: 乳幼児の脳機能発達研究へのNIRSの適用と問題点. 日本心理学会第69回大会, 

2005 年 

 

【正高グループ】 

 

44. 三浦 優生, 松井 智子: 幼児による話し手の確信度の理解 –文末助詞とイントネーションに

示された手がかりから－. 言語科学会第九回年次国際大会, 2007年 7 月 8日, 仙台 

 

【中村俊グループ】 

 

45. 小柴満美子, 西山恭平, 高野奈穂, 上田豊甫, 中村俊: 同士間社会性形成における感覚運

動相互作用と生体分子の関わり. 神経内分泌学会, 2006 年 10月 27日, 横浜 

 

46. 中村俊, 小柴満美子: 行動パターンを決定する発達期の環境因子：臨界期とその分子メカニ

ズム. 第 83回日本生理学会大会, 2006 年 

 
【渡辺グループ】 

 

47. Yamamoto, M. & Watanabe, T.: Time Lag Effects of Utterance to Communicative Actions on 
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149. 大久保雅史, 渡辺富夫: 仮想空間を利用した協調作業支援システムにおけるうなずき反応

の影響. 日本機械学会第 14回設計工学・システム部門講演論文集, 149-152, 2004年 11月 

 

150. 山田貴志, 渡辺富夫: 腕相撲インタラクションロボットシステムの開発. 日本機械学会第14回

設計工学・システム部門講演論文集, 153-154, 2004年 11月 

 

151. 神代充, 柴田諭, 山本倫也, 渡辺富夫: 手渡しロボットシステムのためのマン・マシン・インタ

フェースに関する研究. 第 47回自動制御連合講演会 CD-ROM, No.630, 2004年 11月 

 

152. 東哲也, 新徳健, 山本倫也, 渡辺富夫: 面の皮インタフェース：アバタ頭部没入型身体的コ

ミュニケーション支援インタフェース. 平成 16 年度電気・情報関連学会中国支部連合大会講

演論文集, 358-359, 2004年 10月 

 

153. 長井弘志, 渡辺富夫, 山本倫也: うなずき反応を提示する音声駆動型身体的レーザーポイ

ンタの開発. ヒューマンインタフェースシンポジウム 2004 CD-ROM論文集, 835-838, 2004年

10月 

 

154. 大崎浩司, 渡辺富夫, 山本倫也, 神代充: InterActor に手指動作入力を併用した身体的イ

ンタラクションシステムの開発. ヒューマンインタフェースシンポジウム 2004 CD-ROM論文集, 

839-842, ヒューマンインタフェースシンポジウム 2004 優秀プレゼンテーション賞受賞, 2004

年 10月 

 

155. 大久保雅史, 渡辺富夫: 仮想空間 3 次元形状評価のための協調作業支援システムにおける

うなずき反応の影響 . ヒューマンインタフェースシンポジウム 2004 CD-ROM 論文集 , 

1007-1010, 2004年 10月 

 

156. 大西裕樹, 渡辺富夫, 山本倫也: InterActorを映像に重畳合成した身体的引き込みシステム. 

ヒューマンインタフェースシンポジウム 2004 CD-ROM論文集, 1021-1024, 2004年 10月 

 

157. 石井裕, 大崎浩司, 渡辺富夫, 山本倫也: 手指動作入力による身体的バーチャルコミュニケ

ーションシステムの開発. ヒューマンインタフェースシンポジウム 2004 CD-ROM 論文集, 

1025-1028, 2004年 10月 

 



158. 長崎誠, 山田貴志, 渡辺富夫: 腕相撲インタラクションロボットの開発. ヒューマンインタフェ

ースシンポジウム 2004 CD-ROM 論文集, 44-47, 2004 年 10 月 

 

159. 新徳健, 東哲也, 山本倫也, 渡辺富夫: 身体的バーチャルコミュニケーションシステムにお

ける面の皮インタフェースの開発. ヒューマンインタフェースシンポジウム 2004 CD-ROM 論文

集, 1029-1032, 2004 年 10 月 

 

160. 石井裕, 渡辺富夫: 身体的ビデオコミュニケーションにおける合成対話配置の官能評価. 第

3 回情報科学技術フォーラム, 619-620, 2004 年 9 月 

 

161. 渡辺富夫, 山本倫也, 加藤裕代: 子どもを元気づける身体的コミュニケーションシステムの開

発. 第 1 回子ども学会議（「日本子ども学会」学術集会）メディア社会と子どもたち, p.14, 2004

年 9 月 

 

162. 渡辺富夫: 心が通う身体的コミュニケーションシステム E-COSMIC. 共創シンポジム 2004

（CO-creation2004）講演集, 27-32, 2004 年 8 月 

 
163. Yamada, T. & Watanabe, T.: Dynamic Model Color for Facial Image Synthesis in a Virtual Arm 

Wrestling. Proc. of SICE Annual Conference 2004, 1919-1922, 2004 年 8 月  
 

164. 渡辺富夫, 鈴木克拓, 山本倫也: 3D オブジェクトを用いた音声駆動型身体的引き込みシス

テム. 第 32 回可視化情報シンポジウム講演論文集, Vol.24, Suppl, No.1, 295-298, 第 32 回

可視化情報シンポジウムグッドプレゼンテーション賞, 2004 年 7 月 

 

165. 渡辺富夫: 子どもを元気づける動物型 InterActor の開発. 第 4 回日本赤ちゃん学会学術集

会プログラム抄録集, p.43, 2004 年 4 月 

 

(３)特許出願 

 

①国内出願 (1 件)  

 

1. 発 明 者：中村克樹、泉明宏、中島巌、川端義彦 

発明の名称：獣用機能的ＭＲＩ装置 

出 願 人： 国立精神・神経センター総長・高島製作所株式会社 

出 願 日： 2006 年 12 月 6 日 

出願 番号：特願 2006‐329299 

 

 

②海外出願 (0 件) 
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(４)受賞等  

 

①受賞 

 

2005 年ヒューマンインタフェース学会論文賞 

 

瀬島吉裕、渡辺富夫、山本倫也（岡山県立大学）：VirtualActor にうなずき反応モデルを付

加した身体的バーチャルコミュニケーションシステム，第 8 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム

論文集, .216-219,  広島市立大学, 2006.11.26, HISS 優秀プレゼンテーション賞． 

 
Kawamura, M., Kobayakawa, M., Koyama, S., Kondo, M.: Emotional impairment in 
Parkinson's disease. 3rd International Symposium on Dopaminergic and Nondopaminergic 
Mechanisms in Parkinson's Disease, 2007 

 

②新聞報道 

 

1. Masataka らの Brain and Language に受理された論文について報道された。朝日・中日新聞な

ど(2007 年 1 月 4 日) 

 

2. 平成 17 年 11 月 5 日、日本科学未来館（東京・お台場）で行われた「脳の世界」シンポジウム

“脳はよみがえるのか” にて行われた河村の講演「高次脳機能障害とその回復」の内容につ

いての記事が掲載された。読売新聞(インターネット版) (2007 年 11 月 5 日) 

 

3. 岡山県立大の渡辺先生が開発 話しかけると体で反応. 山陽こども新聞(2005年9月11日) 

 

4. 子どもたちを元気に－インタアニマル－コミュニケーションロボ、万博登場. 産経新聞(2005年

6月20日) 

 

5. 人の言葉に反応、表情豊かな CG. 朝日新聞(2005 年 11 月 9 日) 
 

③その他 

 

泰羅雅登, 河村満, 川島隆太, 中村克樹 展示協力・監修「脳！内なる不思議の世界へ』

展(2006 年 3 月 18 日～5 月 31 日) 日本科学未来館 
 

(５)その他特記事項 

 

1. 佐藤達矢, 高橋伸佳, 河村満: 扁桃体病変による感情認知障害に対する L-DOPA の効果. 

臨床神経 48, 139-142 (2008). 

 
2. Naoi, N., Yokoyama K. & Yamamoto, J.: Intervention for tact as reporting in children with 

autism. Research in Autism Spectrum Disorders 1, 174-184 (2007). 
 

3. Riera, J.: What can be observed from functional neuroimaging? Complex Medical 
Engineering (Wu JL, Ito K, Tobimatsu S, Nishida T, Fukuyama H eds), Springer, 313-333 
(2007). 
 

4. Suzuki, A., Hoshino, T., Shigemasu, K. & Kawamura, M.: Aging Effects on Facial Expression 
Recognition: Testing for Their Negative-Emotion Selectivity. in Psychology of Anger (ed. 
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Columbus, F.) Nova Science Publishers, Hauppauge, NY, in press. 
 

5. Kawamura, M. & Koyama, S.: Social cognitive impairment in Parkinson's Disease. J. Neurol. 

254, N/49-N/53 (2007). 

 

6. Kawamura, M., Koyama, S.: Impaired perception of facial expression, color, and smell as 

early symptoms of Parkinson’s disease. CNS Drugs 21, 33-38 (2007). 

 

7. So, H., Kojima, S.: Moral judgment: A near infrared spectroscopy experiment. In Watanabe S, 

Tsujii T, Keenan J.P. (Eds.): Comparative Social Cognition, Tokyo: Keio Univ. Press, 203-208 

(2007). 

 

8. Yoshimura, N., Masaoka, Y., Homma, I., Kawamura, M.: The Source Generator of 

Event-Related Potentials with Recognizing Facial Expressions by the Dipole Method. 

Breathing, Feeding, and Neuroprotection. (Eds) Homma I, Shioda S, Springer-Verlag, Tokyo, 

135-138 (2006). 

 

9. Naoi, N., Yamamoto, J., In Andler, D., Ogawa, Y., Okada, M.,& Watanabe, S. (Eds.) : 

Behavioral intervention for children with autism and its effects on brain plasticity. Reasoning 

and Cognition: Interdisciplinary Conference Series on Reasoning Studies (vol.2, 187-193) 

(2006). 

 

10. 山本淳一, 直井望: 共同注意: 発達科学と応用行動分析の研究コラボレーション. 自閉症

スペクトラム研究 5, 17-29 (2006). 

 

11. 正高信男: ヒトはいかにヒトとなったか. 岩波書店 (2006). 

 

12. 渡辺富夫: 身体的インタラクションロボット InterRobot. 金属, Vol.76, No.1, 50-51 (2006). 

 

13. 杉江正行, 石原健司, 堀部有三, 河村満: 慢性硬膜下血腫に伴うパーキンソニスムの1例. 

脳と神経 58(10), 873-878 (2006). 

 

14. 政岡ゆり, 河村満, 井上学, 本間生夫: パーキンソン病の嗅覚障害. 脳と神経 58(9), 

731-737 (2006). 

 

15. 石原健司, 河村満, 塩田純一, 中野今治: Parkinson病の臨床診断におけるL-dopa効果の

意義について. 神経内科 64(5), 533-537 (2006). 

 

16. 中村俊, 伊丹千晶: 発達期大脳皮質に存在するサイレンとシナプスの活性化と脳由来神経

栄養因子. 医学のあゆみ Vol 212, No 10, 905-910 (2005).  

 

17. 新徳健, 渡辺富夫, 山本倫也, 瀬島吉裕: 身体的バーチャルコミュニケーションシステムに

おける面の皮インタフェースの自己参照効果. 第6回計測自動制御学会システムインテグレ

ーション部門講演会 (SI2005), 635-636 (2005). 

 

18. 石井裕, 渡辺富夫: PuppetAvatar: 手指動作入力による身体的バーチャルコミュニケーショ

ンアバタ. 第 6 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI2005), 

637-638 (2005). 

 

19. 山本倫也, 渡辺富夫: CG キャラクタとのあいさつインタラクションにおける動作に対する発

声遅延の効果. 第 6 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI2005), 
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641-642 (2005). 

 

20. 山田貴志, 渡辺富夫: バーチャル腕相撲システムを用いた手先の力覚提示把持動作の分

析. ヒューマンインタフェース学会研究報告集 Vol.7, No.5, 43-46 (2005). 

 

21. 平松直人, 渡辺富夫, 神代充: 視線情報を付与した身体的バーチャルコミュニケーション

システム. 第 7 回 IEEE 広島支部学生シンポジウム論文集 353-356 (2005). 第 7 回 IEEE

広島支部学生シンポジウム HISS 優秀プレゼンテーション賞 

 

22. 渡辺富夫: 身体的コミュニケーション技術とその応用. システム/制御/情報 Vol.49, No.11, 

431-436 (2005). 

 

23. 石井裕, 渡辺富夫: 身体的バーチャルコミュニケーションシステムにおける身体的アバタの

手指動作入力の検討. 電子情報通信学会技術研究報告 Vol.105, No.358, 95-100 (2005). 

 

24. 神代充, 渡辺富夫: InterActor に力覚センサ入力を併用した身体的コミュニケーションシス

テム. ヒューマンインタフェースシンポジウム 2005 論文集 13-16, (2005).  

 

25. 長井弘志, 渡辺富夫, 山本倫也: 音声駆動型身体的引き込みポインタ InterPointerの評価. 

ヒューマンインタフェースシンポジウム 2005 論文集 123-126 (2005). 

 

26. 加藤裕代, 渡辺富夫, 山本倫也: 音声駆動型身体引き込み動物キャラクタ InterAnimal. ヒ

ューマンインタフェースシンポジウム 2005 論文集, 619-622 (2005). 

 

27. 石井裕, 渡辺富夫: 模擬面接による自己参照可能な身体的ビデオコミュニケーションの官

能評価. ヒューマンインタフェースシンポジウム 2005 論文集, 925-928 (2005). 

 

28. 瀬島吉裕, 山本倫也, 渡辺富夫, 新徳健: 身体的バーチャルコミュニケーションシステムに

おける面の皮インタフェースの評価. ヒューマンインタフェースシンポジウム 2005 論文集, 

929-932 (2005). 

 

29. 大崎浩司, 山本倫也, 渡辺富夫: 話し手における協調語句の発話音声に対する身体動作

の分析と合成. ヒューマンインタフェースシンポジウム 2005 論文集, 947-950 (2005). 

 

30. 黒田勉, 石原学, 渡辺富夫, 山本倫也: 音声駆動型身体的色彩変化引き込みシステムの

開発. ヒューマンインタフェースシンポジウム 2005 論文集, 951-954 (2005). 

 

31. 山田貴志, 渡辺富夫: 表情と顔色の色彩協調を伴うバーチャル顔画像合成の情動提示効

果. 第 4 回情報科学技術フォーラム講演（FIT2005）論文集, 495-496 (2005). 

 

32. 山田貴志, 渡辺富夫: バーチャル腕相撲システムのための腕相撲拮抗状態下での力覚提

示の分析. 日本機械学会第 15 回設計工学・システム部門講演会講演論文集, 106-107 

(2005). 

 

33. 村上生美, 加藤裕代, 渡辺富夫: 入院患者-看護師コミュニケーションにおける音声駆動

型身体引き込みキャラクタ InterActor の評価. ヒューマンインタフェース学会研究報告集 

Vol.7, No.2, 93-98 (2005). 
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34. 長井弘志, 渡辺富夫, 山本倫也: InterVibrator: 聞き手の身体的リズムを振動提示する音

声駆動型身体的引き込みデバイスの開発. 第 6 回計測自動制御学会システムインテグレー

ション部門講演会 (SI2005), 639-640 (2005). 

  

35. 鈴木敦命, 星野崇宏, 河村満: 高齢者における表情認識. 高次脳機能研究  25(3), 

233-241 (2005). 

 

36. 村上生美, 渡辺富夫, 檀原龍正: 患者-看護師役割コミュニケーションにおける音声駆動

型身体引き込みキャラクタ InterActor の評価. ヒューマンインタフェース学会論文誌 Vol.7, 

No.1, 157-165 (2005). 

 

37. 竹本篤史, 中村克樹: 視覚のイメージング. 神経研究の進歩 48,196-204 (2004) 

 

38. 倉岡康治, 中村克樹: サルにおける社会的情報の認知に関わる神経機構. 心理学評論 

47, 32－35 (2004). 

 

39. 中村徳子: 赤ちゃんがヒトになるとき ヒトとチンパンジーの比較発達心理学. 昭和堂 

(2004). 

 

40. 山本倫也, 渡辺富夫: ロボットとのあいさつインタラクションにおける動作に対する発声遅延

の効果. ヒューマンインタフェース学会論文誌 Vol.6, No.3, 87-94, (2004). 2005 年度ヒュー

マンインタフェース学会論文賞 

 

41. Suzuki, A., Hoshino, T., Shigemasu, K. & Kawamura, M.: Aging Effects on Facial Expression 

Recognition: Testing for Their Negative-Emotion Selectivity.  Psychology of Anger (ed. 

Columbus, F.) Nova Science Publishers, Hauppauge, NY, in press. 

 

42. 山田貴志, 渡辺富夫: バーチャル腕相撲システムにおける顔画像合成のための顔色分析

と合成. 日本機械学会論文集(C 編) Vol.70, No.693, 139-146 (2004). 

 

43. 大久保雅史, 渡辺富夫, 久保木聡: 視点変更を用いた仮想空間 3次元形状評価のための

協調作業支援システム. 日本機械学会論文集(C 編) Vol.70, No.693, 124-131 (2004). 

 

44. 新徳健, 渡辺富夫: 3者間インタラクション支援および合成的解析のための身体的バーチャ

ルコミュニケーションシステム. 情報処理学会論文誌 Vol.45, No.4, 1212-1221 (2004)． 

 

 

§7 研究期間中の主な活動 

 

ワークショップ・シンポジウム等 

 

年月日 名称 場所 参加人数 概要 

 
なし 
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§8 結び 

 

研究の目標等から見た達成度、得られた成果の意義等の自己評価、今後の研究の展開は§１

研究実施の概要の成果概要、および§２研究構想及び実施体制の研究構想 にまとめた通りであ

る。当初の目標にそって研究を実施した結果いくつかの意義深い成果生まれたと考えている。こ

れらの中には今後の発展性が期待でき、障害児への介入などすぐに応用できる可能性の高いも

の、新たな研究領域の発展につながるものも含まれている。ただ、当初の計画を考えると達成で

きていない点も多々あり今後の課題と考えている。 

本研究が目標達成度の点で足りない点があったとしたら、研究代表者自身の機関における霊

長類コロニーの立ち上げに予想以上の時間がかかった点を含め、研究代表者としての力不足で

あると考える。この点は領域総括をはじめ皆さんにご迷惑やご心配をおかけしたものと深く反省

する次第です。しかしながら、時間はかかっているが、現在投稿中・改定作業中の論文もいくつ

かあり、また投稿準備中のものもある。さらに難しい乳幼児や障害児を対象にした研究や霊長類

を用いた研究で、今まさに軌道に乗ってきた研究もある。今から生まれる成果にも引き続き期待

しながら是非研究を継続したい。 

研究期間を通して独立行政法人科学技術振興機構の戦略的創造研究推進事業に関連する

皆さんから、多大な支援を頂き感謝の一言である。この場を借りて御礼申し上げます。 
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